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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立循誘小学校 
                    児童数 ３０３人  

 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 〜図書室よりたくさんの出会いをお届けします〜 

取組期間 令和６年(2024 年)  ４月２２日 〜 令和６年(2024 年) １１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ３０３人 実施日数 ２２３日 読書冊数 ３９３４７冊 連携した団体数 ２団体 

取組内容（概要） 
①  知識との出会い  

・循誘っ子５０選の活用や、読み語り、テーマ展示、分類 DAY を設け、蔵書の範

囲と多様をしらせ、児童の関心をひきだし、読書の幅を広げる。 

・新たなイベントを開催し、児童の新しい気づきや発見につなげる。 

・学習に関連する資料を相互貸借で集め貸出し支援する。 

②  人との出会いやワクワクとの出会い 

・図書室のキャラクターを選定し活用する。 

・図書室のイベントや環境整備を通して、人と人とのつながりの場とする。 

③  情報との出会い 

・佐賀市電子図書館の使い方を示し、良質な電子書籍を児童に示す。 
 

工夫したこと 
①  ・低学年には教諭や司書が紙芝居や読み語りを行い本に親しませ、感性を養い、

また月替わりで新刊、季節、時事、先生や図書委員のおすすめの本などを展示

し、なにを読んだらよいのかわからない児童と本をつないだ。毎週金曜日はラッ

キー分類 DAY とし、図書委員が特定の分類の内容がわかる放送をし、その分類の

本や５０選を借りるとポイントがたまるようにし、幅広い読書に取り組んだ。 

・外国文学の本がほとんど動かずに気になっていたところ、ちょうどオリンピック

が開催された。外国に興味をもつ良いチャンスだと思い、どこの国のお話しなの

か本棚にわかりやすく表示をし、絵本に国旗をはり、コーナーを設け「本で世界

を旅しよう」というミニイベントを行った。旅した国の数に応じて、オリンピッ

クにちなんで、金・銀・銅メダル型のプラス貸出券をプレゼントした。世界地図

も掲示しどこにその国があるのかをわかりやすくした。 

・「ぐりとぐら」の作者の中川李枝子さんがお亡くなりになられて、本を紹介する

とともに、出版社から著作物利用許可を得て「ぐりとぐらのたまごのくるまにな

にのせる︖」のお絵かきイベントを行った。その際、用紙には「著作物利用許可

済」と児童の目につくように記入し、著作権に関心をもってもらうようにした。 

・授業で使用するリクエストされた資料はもちろんのこと、もしかしたら使用する
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かもしれない資料も団体貸出や相互貸借等でお借りして、急なリクエストにも対応

できるよう学習支援を行った。 

②  ・夏の図書館祭りで今年度の図書室キャラクターを募集しコンテストを行った。

選ばれたキャラクターは、考案者から利用許可を得て、夏休みの読書の色ぬり

や、しおりのデザイン、ぬりえなど幅広く活躍した。また、選ばれたキャラクタ

ーの１つに、「ギターを弾くと本のチョウチョが飛び出して読み語りをしてくれる

○○マン」という当校教諭をモチーフにした作品があり、秋の図書館祭りでは、

教諭がその○○マンになりきって、図書委員会とキャラクターのコラボお話会を

行った。工作した皿回しの縁に切り紙で作成した本のチョウチョのモビールをつ

けて最初のギター演奏が始まると、図書委員が皿回しをし、本のチョウチョが飛

んでいるようにみせ盛り上げた。 

・図書室の掲示物などは司書や司書補、図書委員主体で作成するだけではなく、 

他の児童と共に行うことにより、異学年の交流もでき人と人との出会いの場とな

るようにした。また、季節を感じることのできる図書室になるように心掛けた。 

③  ・６年生の図書の時間に図書室にタブレットをもってきて、佐賀市電子図書館の

使い方を説明し、実際に利用してみた。その際、使い方をよりわかりやすくした

資料を作成し配布した。 
 

取り組んだ感想 
本校は数年にわたり、本が子どもから離れないように心掛けており、読書が好きな児

童が多く貸出冊数も多い状況である。そのような中、どうすれば児童がもっと成長で

きるのか︖もっと楽しんでもらえるのか︖図書室や本との出会いを通して新しい自分

との出会いになってほしいと考えながら、本よりも児童をみることを心掛けて運営し

た。結果、多くの笑顔に出会えて嬉しかった。「本で世界を旅しよう」のイベントで

は、「この国のお話だったんだ」とつぶやく児童が多くいたことが印象的だった。ま

た、「アフリカの本を借りたい」と言ってきた児童がおり、ケニアの絵本が 1 冊あり

手渡した。「アメリカはたくさんあるのに、アフリカの本は少ないね」と言うので

「本そのものが少ないんだよ」という会話をした。今後児童が成長していく中で、社

会が安定し経済的に豊な国でないと、児童書を作ることは簡単ではないということに

いつか気づいてくれたらと思いながら手渡した。また、佐賀市電子図書館を実際にみ

んなで使ってみることにより、敷居が低くなり利用増になればと思う。初めて電子図

書館に入り、「かりていいの︖」と喜ぶ児童、音声読み上げに驚く児童、紙芝居で英

語と日本語を切り替えながら楽しむ児童がいて、新しい出会いになったと感じた。今

後、さらに図鑑などの調べ学習用の資料が増え、なおかつ、複数人（クラス全員）で

同時に読めるということができるようになれば、よりいっそう授業でも活用できると

思う。最後に、図書委員会では現状のフィードバックを行い、よりよくなるようにア

イディアをだしあった。何事にも意欲的に取り組んでくれた図書委員に感謝するとと

もに、委員会活動を通して個人の大きな成長をみることができたことも嬉しかった。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月）  

「電子図書館の使い方」の学習は、４年生以上全クラスに行う予定である。今後も児

童とのコミュニケーションを大切にし、読み語りやブックトーク、フロアワーク、図

書室のイベントや展示を通して、読書の素地をつくり、児童がホッとできる空間、新

しい出会いとなるような図書室の運営を心掛け児童の成長につなげたい。 
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は国旗シール 

世界地図↓ 

① 知識との出会い 
 

「本で世界を旅しよう」のミニイベント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まず、どこの国のおはなしなのかを 
調べ、日本以外の絵本１００冊以上に
国旗を貼り、わかりやすく表示した。
コーナーの本が少なくなると、つぎ足
す方式で多くの児童が容易に借りる
ことができるようにした。 
また本棚の上に９２３中国文学 
９３３英米文学９４３ドイツ文学と
図書委員がわかりやすく掲示し、 
外国文学の存在感を示した。 

本を借りるとその国のマスにスタンプを押し、旅
をしたこととする。７か国旅した人には金メダル、
５カ国旅した人には銀メダル、３カ国旅した人に
は銅メダル型のプラス貸出券をプレゼント。スタ
ンプの用紙にも国旗を表示したことで低学年の児
童も容易に本を選ぶことができ、配布する用紙は
白黒だったので、色違いの国旗があることに気づ
いた児童もおり、新たな発見となったようだ。 

このイベントには学年を問わず多くの児童が参加してくれた。「おおきなかぶはロシアのお話だった
んだー︕」「バーバパパの本はフランスだったよ」「ドイツはグリム童話だったよ」と教えあっている
児童もいて新しい気づきとなったようだ。高学年は、分類番号の真ん中の数字９○３により国が分
かれていることに気づき、どこの国なのかを意識して借りていた。イベント終了後、３類の外国の暮
らしの本や、国旗の本の貸出も増え、外国に興味をもつよい機会となり新しい出会いとなった。 

イベント終了後、多くの児童が金メダル
（プラス２冊８回分）銀メダル（プラス１
冊８回分）銅メダル（プラス１冊４回分）
を利用し本を借りている。 
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「ぐりとぐらの」お絵かきイベント 
 多くの参加があり、図書室内だけではなく、図書室前にも掲示した。アイディアあふれる作品

が多く、色とりどりの「ぐりとぐらのたまごのくるま」が校舎内を華やかにしてくれた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ展示や掲示物 本を読んで感性アップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 人との出会いやワクワクとの出会い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

用紙に「著作物利用許可済み」と記載することで「これなに︖」と質問するなど、著作権に関心を
もつ児童が増えた。高学年の児童は「どうやって許可を得るのですか︖」と尋ねてきたので利用許
可申請手順の説明を行った。 

ハ
ロ
ウ
 
ン
の
モ
ビ
 
ル
や
本
の
旅
の
国
旗
︑ 

紅
葉
な
ど
も
異
学
年
の
児
童
と
共
に
制
作 

図
書
室
入
り
口
の
紅
葉 

ペ
 
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
や
葉
 
ぱ
を
使
 
た 

し
お
り
を
図
書
館
祭
り
で
く
じ
び
き
の
景
品
に
︕ 

本
の
帯 

ー 5 ー



2024 循誘小図書室キャラクターの選定と活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。 
 
 

② 情報との出会い 
佐賀市電子図書館の使用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年生に佐賀市電子図書館の使い方を説明し、実際に使用しているところ。公式の「佐賀市電子図
書館利用案内」とあわせて、簡単な使い方のプリントも作成し配布。まずは紙の資料で読書の素地
を養うことが大切だと考えてはいるが、今後多いに活用して自身の成長につなげてほしい。 
 

図書だよりのイラストや、
夏休みの読書の色ぬりに活
用。また、前期目標達成者
全員にキャラクターしおり
をプレゼントした。 

○○マンとのコラボお話会の開催 

図書委員会が演出、司会を行い、キャラクターの 
○○マンをゲストとして迎える形で行い盛りあがっ
た。本の読み語りに加え、ギター演奏＆図書室の様
子の替え歌あり、「焼きいもグーチーパー」の手遊び
歌ありの楽しい会となった。閉会後は 1 年生が「サ
インくださーい♡」と○○マンの周り集まり、とて
も微笑ましかった。 

皿まわしのチョウチョが難しかったがうまくいった。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 多久市立東原庠舎東部校 
                         児童数 274 人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 「TOBU 2024」読書のバトンをつなごう 

取組期間 令和６年(2024 年) 4 月 8 日 〜 令和６年(2024 年) 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 274 人 実施日数 237 日 読書冊数 33998 
冊 

連携した団体数 6 団体 

取組内容（概要） 

⓵SAGA2024 国スポ・全障スポとのコラボ企画「TOBU2024」 

１．国スポ全障スポコーナー設置…スポーツの本の紹介 

掲示板の工夫…国スポを応援しよう︕の掲示物を作成 

２．多久市国スポ課との連携…コーナー設置に関して SAGA2024 多久市実行委員会の

インスタグラムで紹介してもらう。 

３．読書のバトンをつなぐ取組 

 〇おすすめ本の紹介…月ごとにテーマカラーを決めて本の色でコーナーを作成。 

季節のバトンもつなぐ。 

 〇委員会の取組…学習委員会主催の図書館まつりを６月に開催。 

         読書ビンゴと図書館クイズのイベントを行う。 

 〇担任の先生から児童生徒へ…先生方自ら図書館へ足を運び、貸出や読書を促進。 

               本の寄贈も５０冊を超えた。 

 〇多久市立図書館とのバトンの受け渡し…市立図書館コーナーを設置。（月１入替） 

                    ボードゲーム体験会。 

                    おはなし会の実施。 

                    市立図書館のイベントへの参加。 

 〇秋の読書週間の取組…「どうぞのいす」おすすめの本をつないでいくイベント。 

            ハロウィンイベントの実施。 

            期間中毎日３冊貸出を行う。 

 〇読み語りボランティアグループ「サザエさんクラブ」による朝の読み語り活動 

   …毎月第一火曜日の朝、１年生〜６年生に実施。 

 〇多久ロータリークラブからの図書の寄贈 

…毎年、命に関する本をいただいている。多久市のＨＰでも紹介。 

 〇ポプラ社主催のＰＯＰコンテストに応募 

…ＰＯＰでおすすめの本のバトンを渡す。 
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②東部校グリーン図書館で継続している取組 

１．図書館オリエンテーション…４月に１年生から９年生まで全クラスに実施。 

２．放課後児童クラブ「なかよしクラブ」との連携…長期休業中の開館日の図書館利用。 

３．読書の星…本の貸出冊数が前期課程 100 冊、後期課程 50 冊達成すると個人カード 

       に星がもらえる。 

 〇今年度はそれに加えて「東部校スターツリー」も作成。 

学年ごとの目標冊数を達成した人の名前が書かれたスターを貼って掲示している。 

11 月までに全員達成したクラスが全クラス中２クラス。 

４．読書ノートの活用…県まなび課よりいただいた読書ノートを活用。 

５．環境整備…図書館内、図書館前掲示板に季節ごとの掲示や装飾を行っている。 

工夫したこと 

今年はオリンピックと佐賀県で国民スポーツ大会が開催されるということで、「児童生

徒にもっとスポーツに興味をもって欲しい」、「スポーツを見る側・支える側として学

校図書館でできることは何か」と考えた。同時に、国スポテーマソング「Batons」に

ちなんで、読書のバトンを渡すということでおすすめの本の受け渡しができるような

取組を行ない、読書のリレーが実現した。 

①読書のバトンを渡す取組では、学校内ではもちろんのこと、多久市国スポ課や多久

市立図書館や読み語りボランティアグループと連携をし、学校の図書館以外の本や資

料などいろんな活動を知ることができるよう工夫した。 

また、月毎のテーマカラーを決め、本の表紙の色でおすすめ本のコーナーを設置し、

いろんなジャンルの本を知ることができるようにした。 

②例年行っている常時活動に関しては、学習委員会や図書館によく来館する児童生徒

も巻き込みながら、図書館に来たくなるような取組を行なった。 
 

取り組んだ感想 

今年度は、おすすめ本のコーナー設置や掲示板等を活用し、今までと違った方向から

図書館の PR をすることができた。その成果もあり、来館者がとても多く、興味を持

ってくれる児童生徒が増えたと実感している。また、なによりも教職員の協力が多大

で、図書館へ足が向くように声かけをしてもらったり、実際に図書館を利用してもら

うことが多く、読書活動が盛んになった要因の一つである。学校全体で児童生徒に本

に親しんでもらいたい︕という雰囲気が感じられ、図書館運営が上手く遂行できた。

他機関との連携も盛んに行なうことができ、特に多久市立図書館とは密に連絡を取り

合い、学校図書館と市立図書館のそれぞれの良さをミックスして、読書の楽しさやた

くさんの本を周知することができた。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

好評であるテーマカラーのおすすめ本コーナーは３月まで続け、目標達成者数でスタ

ーが増えていく「東部校スターツリー」が全クラスで完成するよう、声かけと読書活

動を引き続き行っていく。本校は１月から新生徒会での委員会活動がスタートするの

で、今までの良さは引き継ぎ、充実した活動ができるようにしたい。これからもバト

ンを渡し続け、読書リレーが盛んになるよう学校全体で東部校グリーン図書館を素敵

な居場所にしていきたい。 
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【 取り組み内容 】 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①－1 国スポ・全障スポコーナー 

①－3 読書のバトンをつなぐ取組 

図書館クイズ  

５問のクイズを２種類準備 

全問正解者にはオリジナルしおりが作れる券を

渡して、オリジナルしおりを作ってもらいました。 

読書ビンゴ 

テーマに合った本を借りたらスタンプを押してもらえます。 

オリンピック・国スポにちなんで、 
スポーツに関する本を集めました。 
図書館前掲示板には、テーマソングの
「Batons」の歌詞を掲示し、多久市で開
催されるスポーツクライミングと弓道
競技の日程なども紹介しました。 

月毎にテーマカラーを決め、ジ
ャンルを問わず、本の表紙の色
でコーナーを作成しました。 
緑の５月が一番反応が良かっ
たです。 
また、夏は黄色、秋はオレンジ
にするなど季節を感じること
もできました。 

学習委員会主催による図書館まつりを６月に行いました。 
イベントは、読書ビンゴと図書館クイズです。 
学習委員が準備から運営まで頑張りました。 

４月 ５月 ６月 

７・８月 11 月 

一番好評だった緑 
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多久市立図書館と連携し、おはなし会や、ボードゲーム大会、イベント参加を行いました。 
市立図書館の本も毎月入れ替えをしてもらい、学校図書館にない本にも出会うことができました。 

秋の読書週間期間中には、毎日３冊貸出を行い、「ハロウィンイベント」と「どうぞのいす」の取り組みを 
行いました。たくさんの児童生徒が図書館に来館してくれました。 

多久ロータリークラブ様より、 
毎年本の寄贈をいただいてい
ます。 
学習委員会とお礼の手紙を送
りました。 

ポプラ社のＰＯＰコンテストに
今回も応募しました。 
一生懸命作成してくれました。 

ウォーリーの仮装でおでむかえ♪ 

この日、本をかりた人には新しい本 

２さつ貸出券をプレゼント。 

多久市立図書館のボートゲームを 

体験させてもらいました。 

絵本「どうぞのいす」グリーン図書館バージョン 

次の人に「どうぞ♡」とおすすめの本を紹介して

います。 

１・２年生 多久市立図書館のおはなし会 
多久市立図書館の妖精「読谷雅男」と読谷体操しました♪

「妖怪図鑑」のぬりえにチャレンジ。中央公民館に展示されました。 多久市立図書館コーナー 

読み語りボランティアグループ
「サザエさんクラブ」による月１
回の朝の読み語りを行ってもら
っています。 
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②－5 環境整備 

前期課程１００冊 

後期課程５０冊 

達成すると、個人カードに星☆ 

昨年度より、全ての月において貸出冊

数が増加しました。 

いろんな取組の成果が、図書館利用の

増加に表れたようです。 

協力していただいた先生方と、連携し

てくださっている団体の皆様のおか

げでもあります。 

これからも、児童生徒がたくさんの本

に親しむことができるような取組を

考えていきたいと思います。 

②－3 読書の星 

東部校スターツリー 

目標冊数達成した人の名前が書か

れたスター☆を貼っていきます。 

本の感想をたくさん書いています。 

課題図書コーナーや 

平和の本コーナーも設置しています。 
毎月、学習委員会と季節感のある掲示物やコーナーを作っています。 

図書館に入りやすい雰囲気になるよう心がけています。 

②－4 読書ノートの活用 

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月

月別貸出冊数
2023年 2024年
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立大詫間小学校 
                         児童数  ７３人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 図書館をもっと好きになろう︕ 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月１５日 〜 令和６年(2024 年) １１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11月30日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ７３ 
人 

実施日数 261 
日 

読書冊数 10０３０ 
冊 

連携した団体数 １ 
 

取組内容（概要） 

① 図書館利用への動機付け 

・ポイント制度の導入や図書委員による表彰 ・年度当初の目標決め 

・各種イベント・参加したくなる「図書館まつり」 

・市立図書館の団体貸出の利用 

② 図書委員会の活動 

・図書委員おすすめの本のコーナーの常設 

・図書委員手作りの賞状・メダル・図書委員によるビブリオバトルの開催 

・川副地区「コラボ給食」 

③ 本の紹介の工夫 

・児童が自分たちで選ぶ「おすすめ 20 選」・「新着図書」の掲示 

    ・「みんなのおすすめの本」のコーナー 

④ その他   ・職員全員参加型の「朝の読み聞かせ」 

工夫したこと 

① 図書館利用への動機づけ 

・本を借りたり、イベントに参加したりするともらえる「おだくまポイント」を導入した。ポイントを集めると

「オリジナルカード」や「しおり」「一日図書委員券」などと交換できる。 

・年度初めに各児童の目標を書かせたカードを作成し、図書館の入り口に掲示した。貸出冊数が 50

冊を超えるごとに、自分でシールを貼らせた。また、毎月の図書館だよりで各月の多読者の紹介をした。

月毎に区切って紹介することで、多読者が毎月入れ替わり、児童の意欲を喚起することができた。年間

貸し出し冊数が 100 冊を超えると賞状・200 冊を超えるとメダルがもらえるようにしている。 

・図書館まつり以外にも、ほぼ毎月くじ引きなどのイベントを行った。9 月に「本のクイズを作ろう」という

イベントでは、児童にクイズを作らせ、10 月にはそのクイズを使って「ハロウィン本クイズ」のイベントをし

た。封筒に入れて外にバーコードを貼ることで借りる本がわからないようにして期待感を高め、また、そ

の本には友達が作ったクイズを貼っているので本を読んでクイズを解く楽しさも味わえるようにした。 

・図書館まつりではパリオリンピックを意識した「縦割り班対抗の国旗パズルの作成」、「縦割り班対抗

の辞書引き大会」秋には国スポを意識した「縦割り班対抗の日本縦断カーレース」を行い、小規模校
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の特性を活かして、縦割り班で楽しめるような工夫をした。 

・小規模校で蔵書数も少ないため、積極的に市立図書館の分館や分室を利用して、常に読んだことの

ない新しい本を児童が借りられるようにした。 

② 図書委員会の活動 

・委員会活動の時間に各自おすすめの本を選び、おすすめのポイントや、クイズを作り、 

「図書委員のおすすめの本のコーナー」として常設した。 

・「ビブリオバトル」自体を知らない児童が多かったので、児童集会を利用して図書委員によるビブリオ

バトルを開催した。ルールを変更し、一人 1 冊ではなく 2 人または 3 人で 1 冊の本を紹介する形式に

したことで、図書委員も緊張せず発表することができた。 

・多読者向けの賞状とメダルを図書委員が手作りしている。また表彰式も月ごとに、給食の時間を利用

して各教室で図書委員が行った。 

・川副地区はセンター給食方式のため、栄養教諭と連携が必要な、本に出てくる食べ物が給食のメニュ

ーとして登場する「コラボ給食」のイベントを開催しにくい環境だが、栄養教諭と川副地区の学校司書

が協力して実現することができた。同時に他校の図書委員会が作成した「スープが出てくる本」のポッ

プコーナーも作ったので、他校の図書委員との協動もできた。 

③ 本の紹介の工夫 

・年初のオリエンテーションの時間で図書の分類について勉強した後に、児童それぞれに担当の分類を

割り振り、選書させて、０類から 9 類・絵本を網羅したクラスごとの「おすすめ 20 選」を選定した。「おす

すめ 20 選」の本を読むとスタンプがもらえ、冊数に応じてポイントがもらえるようにしたことで様々なジ

ャンルの本に触れる機会が増えた。 

・「新着図書」の本の表紙画像を図書館外の入り口横に掲示して、児童の目につきやすくした。図書館

が開いていない時間や掃除時間にも児童の目に触れることで、新着図書に興味を持って本を借りに来

る児童が増えた。 

・夏休みの読書カレンダーの裏を利用して「おすすめの本」の紹介のページを設け、自由記述にした。そ

の中からクラスごとに数人を選び、「みんなのおすすめの本コーナー」を作り、紹介文とともに展示した。

借りる本を選べない児童に対して「ともだちのおすすめの本を読んでみたら？」と声かけがしやすくなっ

た。 

④ 読書ボランティアと教職員による朝の読み聞かせ活動 

・本校では長年に渡って、月に２回、2 名のボランティアに読み聞かせをしていただいているが、今年度

からボランティアが入れないクラスには校長・教頭を含め、職員全員が交替で入るようにした。担任では

ない先生の読み聞かせは新鮮なようで、児童も毎回楽しみにしている。 

取り組んだ感想 

昨年度の同時期より、一人当たりの貸出冊数は約１０パーセント増加したので、「図書館をもっと好き

になった」児童が増えたのではないかと思う。読書の入口は学校の図書館の入口でもあると思うので、

まずは図書館に来ることを習慣化してほしい。ビブリオバトルは初めての試みだったので図書委員が行

ったが、紹介した本はどれも貸出冊数が伸びたので、来年度以降は図書委員以外の児童や教職員も

含めた本格的なビブリオバトルを開催したい。 

今後の取組予定 
（令和６年(2024 年)１２月 

～令和７年(2025 年)３月） 

1 月は、「図書館たからくじ」のイベントを計画中。 

また、冬休みに読んだ本の中から「みんなのおすすめの本」のコーナーを設置する。 

バレンタインデーの時期には、折り紙で作る、メッセージカードの作成イベントも予定している。 
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本を借りたり、イベントに参加したりす
るともらえる「おだくまポイント」。 
いろいろな賞品や権利と交換できる。 

しおり・豆本やフリーパス券・オリジナル貸し出しカード 

「一日図書委員」は 1 年生に大人気 

図書館利用への動機付け 

大谷選手になりきってパチリ。 ５ポイントで図書館に購入
する本を自分で選書できる 

図書館の入り口に、全員の目標を掲示 

6 年生女子の目標。 
「目標冊数は 100 冊。 
５（類）の技術など生活に生かせる本を借りたい」 

50 冊かりるごとに 自分でシールを貼らせて 
達成状況が目で見てわかるようにしている 

くじびきのイベントは大人気。 
いつも行列ができる。賞品は「おだくま
ポイント」なので準備も簡単。 

「ハロウィン 本クイズ」のイベント。 
本は袋に入っているので、どの本が当たる
かわからないドキドキ感と、友だちの作った
クイズを解くワクワク感が味わえる。 

児童が作ったクイズ 

開けずに貸出しができるように 
袋の外に本のバーコードを貼付 

クイズに正解するとポイントがもらえる 
袋の外に本のバーコードを貼付 

図書館の一角に「市立図書館から借りてきた本」のコーナーを
設け、相互貸借を利用して、本館・分館などから借りてきた本を
常時 150 冊程度配架している。常に新しい本が図書館にある
ことで、図書館へ来る動機付けにもなる。また、児童のニーズを
知ることができるので、実際に購入する本の選書にも役立つ。 

～ポイント制度～ 
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～図書館まつり①～ 

１学期はパリオリンピックを意識して「世界の国旗
パズル」を実施した。どの国の国旗なのか、本を使
って調べる児童がたくさんいた。 
２学期は国スポを意識して、北海道をスタートして
ゴールの沖縄を目指す「日本縦断カーレース」を
実施。自分の班の車が、何県にいるのか、毎日教え
てくれる児童もいた。「家族で行ったことあるよ！」
「〇〇県は～がゆうめいだよ」と、会話もはずむ。 

縦割り班で協力 

～図書館まつり②～ 

縦割り班対抗の「辞書引き大会」 
小さな声なら、班のなかまで協力できる
ルールにしたので、辞書引きが苦手な児
童も含め全員が楽しめた。 

図書委員によるお話会は毎回大盛況だった。 

図書委員が先生になってトトロの折り紙づくり 

パソコンの動画も利用したので 
作り方を忘れても安心 

教育実習生をゲストにむかえて 
「秋といえば・・・」のビンゴ大会 

図書委員会の活動 

「図書委員おすすめの本」のコーナーを常設し、委員会活
動の時間に、図書委員が自分のおすすめの本の紹介文を
書いて展示している。カードには、おすすめのポイントをひと
ことで書いて、本の中からクイズを１つ出すようにしている。 ～ビブリオバトル～ 

新着図書の中から、自分たちで紹介する本を選び、何度も練習して挑んだ。
「ビブリオバトル」について知らない児童が多かったが、すぐにルールを理解
して楽しんでいた。 
挙手でチャンプ本を決定。選ばれた『バナナじけん』は、しばらく予約が途切
れないほど人気の本になった。 

「コラボ給食」のイベントでは、
川副中学校と川副地区の小
学校 4 校の図書委員が分担し
て「スープの出てくるおすすめ
の本」のポップを作成した。 

～コラボ給食～ 
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本校では毎年図書委員が 100 冊達成者
に贈る賞状を手作りしている。名前書きか
ら表彰まで、すべて図書委員が行う。 

給食の時間を利用して、各クラスで表彰式。 200 冊達成者には折り紙で作ったキラ
キラメダルを授与。こちらも、図書委員
と司書で作成した。 

～図書委員会による表彰～ 

本の紹介の工夫 

～おすすめ 2０選～ 

～新着図書の案内～ 

～みんなのおすすめの本コーナー

～ 

朝の読み聞かせ 

一人当たりの貸出冊数の変化 

全体では昨年度より約１０％、一人当たりの貸出冊数
が増加した。 
学年ごとに見ると、５年生が４年時の１０７冊から１４０
冊、６年生が５年時の１０１冊から１４７冊と、大幅に増
加しており、学年が上がるにつれ図書館へ足が遠のい
ていた児童の図書館利用が増えたことがわかる。 

月２回の朝の読み聞かせの時間。
地域ボランティアのお二人と教職
員４人が各クラスを担当している。 

図書館入口の廊下にある 
「新着図書」のコーナー。 
児童の目につくよう、カラーで
印刷している。 

児童が夏休みに読んだおすすめの本を紹介したコーナー。 
宿題で配布する「読書カレンダー」の裏を利用して、紹介
文を書かせた。 ４月のオリエンテーションの時間を利用して、「おすすめ２０選」用の本

を分類ごとに児童に選ばせた。２０冊に満たない部分については、教科
書で紹介されている本や、司書のおすすめの本を入れた。 
「おすすめ２０選」の本を借りるごとにスタンプを押すことができ、１０冊・
２０冊達成でそれぞれポイントがもらえるようにした。 
「おすすめ２０選」の本は別置せず配架し（分かりやすいように、背に学
年のシールを貼った）自分でスタンプカードの請求記号を見て探すよう
にして、自然と背ラベルのしくみや、配架場所が覚えることができるよう
工夫した。 

令和５年度 
令和６年度 
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令和６年度「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 

◆ご提出いただいた個人情報は、本事業のためのみに使用し、それ以外の目的に使用することはありません。なお、県における個人情報の取扱につい
ては、佐賀県プライバシーポリシー及び行動プログラム（http://www.pref.saga.lg.jp/web/privacy/privacypolicy.html）に定めています。 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

※令和６年 4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年 11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

学校名 伊万里市立黒川小学校 
              児童数 １０２ 人 担当者名 筒井由起子、大倉洋子 

住 所 郵便番号 ８４８－０１２３ 電話番号 ０９５５－２７－００１０ 佐賀県伊万里市黒川町大黒川１３３５－１ 

宣 

言 

目 標 黒小っ子キラリ➃『進んで読書をしよう！』達成プロジェクト！！～本だいすき～ 

取組期間 令和６年 ４月８日 〜 令和６年 １１月３０日 

 
 

 

評 
 

 
 

 
 

 
 

価 

取組人数 １０２ 人 実施日数 236 日 読書冊数 ６７５１ 冊 
連携した団体数 ３ 団体 

取組内容（概要） 

【宣言目標の設定理由】 

児童の読書冊数が近年減少してきたため、まずは図書室へ数多く足を運んでくれるよう楽しい

取組や工夫が必要と考え、目標を設定した。 

【主な取組】 

＊学習センターとしての取組 

①市民図書館の利用 ②オルゴールの活用 ③合言葉『サイレントリーディング』など 

＊情報センターとしての取組 

①図書館だより,市民図書館からの家読おすすめの本の紹介 

＊読書センターとしての取組 

①個人カードの工夫 ②おすすめビンゴ５０ ③ハッピーブック ④もう１冊借りられる券 ⑤わく

わくデー ⑥ぶっくんの利用 ⑦読み語り ⑧図書委員会の活動 ⑨ブックランチ in 校長室  

⑩ｓｏｒａによる平和集会⑪図書館ネットワーク出前授業⑫被災地への読書郵便 ⑬家読郵便 

＊家庭・地域ぐるみの読書推進 

①KJR の活動 ②家読・ノーメディアウイーク ③リレー家読 ④育友会の読み語り 

 

 

 

工夫したこと 

 

 

 

＊学習センターとしての取組 

①各学年の学習に必要な本を図書室、または市民図書館より借りて、準備、貸し出しをする。 

②『サイレントリーディング』＆癒しの場 

静かに読書が楽しめるように、『図書室で聞こえてくる音は、オルゴールの音と本をめくる音だ

け！』を合言葉に「サイレントリーディング」を心掛けるよう児童に呼びかけ励ましている。また、

児童にとってホッとできる癒しの場としての図書室になるような環境づくりを目指している。上手

にできている子は図書館だよりで知らせたり、個人カードへシールを貼ったりしている。 

＊情報センターとしての取組 

①図書館だより、市民図書館からの家読おすすめの本 

図書室でのいろいろな活動や児童の読書冊数、がんばりなど、また、市民図書館からの家読

おすすめの本の紹介（月１回）などを知らせている。 

＊読書センターとしての取組 

①個人カードの工夫 

貸出の履歴（３年生以上はページ数も記入）、読書月間などのがんばり表、おすすめビンゴ５

０、ハッピーブック、『もう１冊借りられる券』入れなどを１冊にまとめている。 

②おすすめビンゴ５０（１年間） 

国語の教科書に紹介されている本を各学年５０冊おすすめビンゴコーナーの本棚に並べてい

る。分類番号でビンゴを作りビンゴが完成したらメモ帳（ブックカバーで作成）、「もう１冊借りら

れる券」がもらえる。 

③ハッピーブック（毎月）毎月テーマを決め、ハッピーブックコーナーを作っている。低中高学年

それぞれ約 20 冊の中から校長賞を 2 冊決め、ヒントを読んで校長賞の本を当てるという取り
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工夫したこと 

組みをしている。校長賞の本を借り見事に当てた児童は、シールと賞品がもらえる。 

④『もう１冊借りられる券』 

『もう１冊借りられる券』を１０枚使用したら、しおりと交換できる。 

⑤わくわくデー（毎週火曜日） 

図書室に楽しんで足を運んでくれるよう毎週火曜日に本を借りたら「もう 1 冊借りられる券」の

ガチャのくじ引き（はずれなし１～３枚もらえる）ができる取り組みを今年度より始めた。 

⑥ぶっくん（３週間に１回） 

各学年の図書係がぶっくんの本を 30 冊選書し、朝読書や隙間時間などに活用している。個人

カードでぶっくんを利用している児童や先生方もいる。 

⑦『おはなしどんぐり』による読み語り（毎月２回） 

・毎月テーマを決められて各学年に読み語りをしてくださっている。また、毎回おすすめ本を教

室に２．３冊置いてくださっている。 

・低学年の国語の授業に参加協力してくださり、読み語りや音読指導をしていただいた。 

⑧図書委員会の活動 

・読書月間（６月） 

図書委員会による活動の一つで、ブックイズ（毎日給食時間に放送）、読み聞かせ（紙芝居、

絵本の読み語り）、「レッツゴーライブラリー」（図書室の本を１０回借りに行こう）をした。 

・図書館まつり（11 月） 

読み語り（絵本・紙芝居・指人形を使用）、読書パズル（赤組白組対抗で、本を借りたらピース

を１枚貼る）、読書ビンゴ（いろいろな種類の本を読めるように学年で条件を変えている）をし

た。 

⑨ブックランチ in 校長室（第２・３・４水曜日） 

毎月の多読賞、多ページ賞など読書をがんばっている児童を各学年３人ほど選び、校長室で

それぞれ持ち寄ったおすすめの本１冊を紹介、感想を出し合いながら、大好きな校長先生と一

緒に給食を食べるという取り組みを去年９月より始めた。その様子と参加者のおすすめの本の

紹介を図書館だよりで家庭に知らせ、参加者には季節に合わせた記念バッチを渡している。ま

た、なるべくたくさんの児童が参加できるように配慮している。 

⑩平和集会（６月 ｓｏｒａによる読み語り・歌） 

平和に関する歌や絵本の読み語り（スクリーンを使用）をしていただいた。 

⑪被災地に届けたい絵本の読書郵便（７月 中島進先生による授業） 

絵本図書館ネットワークの方々が選書された１２３冊の本を図書室に準備し、５，６年生を対象

に授業をし、読書郵便につなげてくださった。 

⑫家読郵便 

毎年埼玉県三郷市で行なわれる「うちどくゆうびんコンクール」に応募している。 

＊家庭・地域ぐるみの読書推進 

①KJR（児童による読み聞かせグループ）による家読発表会への参加 

黒川小の児童の読み聞かせグループ（希望者）で地域の家読発表会、ふるさつまつり（１１月）

クリスマスお話会（１２月）などに参加し、読み語りや歌（手話付き）を披露している。 

②ノーメディア・家読ウイーク（毎月１０日間） 

ノーテレビ・ノーゲームを家庭に呼びかけ、家読ウイークの日は、トランプ・読書などを家族で楽

しむ家庭が増えてきている。 

③リレー家読（各学年）  

各学年２つのバッグにそれぞれ学年に合ったおすすめの本を「おはなしどんぐり」さんが準備し

てくださり、親子で１冊の本を読み一言感想を親も子もファイルに記入し、学年で感想などを共

有できる取り組みをしている。保護者にも好評で児童も親や弟妹に読み聞かせをしたり、親に

読んでもらったりと、親子関係にもいい影響を与えているようだ。 

④育友会の読み語り（年 1 回） 

昨年度より各学年の役員さんで朝の時間に読み語りをしていただいている。自分の親、友達の

親の読み語りを子どもたちはとても楽しみにしている。 

取り組んだ感想 

＊ブックランチでは、大好きな校長先生と一緒に給食を食べながら、おすすめの本を紹介し合う

中で、発表の仕方が上達し表現力がついている。また、ブックランチに参加したいと思う児童が

増え、本を借りる回数、ページ数が多い長編小説などを借りる児童が増えた。その時にもらえる

記念バッチを楽しみにしている子も多く、もらった子は図書バックにつけ大切にしている。 

＊読書月間（６月）では、図書委員により読み聞かせを全学年楽しみにしており、感想発表で

「図書委員の読み聞かせが登場人物になりきって読んでいてよかった」と言われ、次回のやる

ー 18 ー



＊個人カード      読書月間    毎月の読書記録  ハッピーブック   ページ数も記入             

 
 
 
 
 
 
 
入れ 
＊おすすめビンゴ５０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ハッピーブック（月１回） 

 
 
 
 
 
 
 
 

わくわくデー（毎週火曜日） 

 

 
 
 
            ⇒ 
 
 
 
 
 

気につながっている。 

＊毎週火曜日のわくわくデーの取り組みにより、『もう 1 冊借りられる券』のガチャを楽しみに本

を借りる子が急増した。もう 1 冊借りられる券もどんどん使い、しおりと交換できるのを楽しみに

している。 

＊3 年以上は、個人カードにマンガ・図鑑以外の読み物の本は、ページ数を記入するようにして

から、長編小説に挑戦する子が増えた。 

これまでの取組や 

今後の取組予定 

・新しいお楽しみ的な取り組みに進んで取り組む子が増えたが、読書量が多い子少ない子が

固定してきているので、全校みんなが読書を楽しみにできるような取り組みを考えていきたい。 

・６月に読書月間、１１月に図書館祭りを実施した。そこで数年前にした『折り紙教室』をしてほ

しいとの要望があったので、３学期に予定している。 

・12 月の地域のクリスマスお話会に KJR が読み語り、手話などで参加予定。昼休みに練習。 

個人カードのビンゴ表の分類番号を塗っていく 

学年ごとに完成した子の出席番

号を学年カラーで塗る 

ほ１年ん２年だ３年い４年す５年き６年  

毎
週
火
曜
日
に
本
を
借
り

た
ら
、
ガ
チ
ャ
の
番
号
に
入

っ
て
い
る
『
も
う
１
冊
借
り

ら
れ
る
券
』
が
も
ら
え
る
。

１
〜
３
枚
入
っ
て
い
る
。 

は
ず
れ
な
し
！ 

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
担

任
の
先
生
も
い
て
、
児
童
と

和
気
あ
い
あ
い
で
く
じ
を

引
い
て
い
る
姿
が
ほ
ほ
え

ま
し
い
。 

１～２５までの番号が書いてあるガチャ 

校長賞の本を当てたらくじを引き、校長先生より賞品をもらう。 

もう 1 さつ 

かりられる券入れ 

ー 19 ー



 

＊『おはなしどんぐり』 （読み聞かせ月２回金曜日８；１０～８：２５ ・ 読み聞かせ突撃隊（昼休み不定期） ・国語の授業参加） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊読書月間（６月） 

 
 
 
 
 
 
 
＊ブックランチ 

in 校長室 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
＊『ｓｏｒａによる平和集会』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊被災地へ読書郵便「中島進先生による授業（図書室で）」 
 
 
 
 
 
 

『読み聞かせ突撃隊』 

昼休み、図書室でおはなしどんぐりさんの読み

聞かせのサプライズもしていただいた。 

ブ
ッ
ク
ラ
ン
チ
で
紹
介

さ
れ
た
本
に
興
味
を
持

つ
子
が
増
え
た
。
図
書

室
入
り
口
に
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
、
自
由
に
貸
し

出
し
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。 

１年生国語の授業『昔話』にゲ

ストティーチャーとして参加 

毎回、和やかな雰囲気の中、本を紹介し合い、

「あ！それ読んだことある」「・・・だったよね」

「ぼくは・・・って思ったよ」など自分の考えや

感想などを自由に出し合って、校長先生との

給食を楽しんでいる。その様子やおすすめの本

を図書館だよりで紹介している。 

授業参観日に実施し、保護者にも参加してもらっている。情感たっぷりの読み

聞かせに平和の尊さを毎年、実感し涙ぐむ先生や児童もいる。 

図
書
バ
ッ
グ
に
記
念
バ
ッ
チ 
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被災地で読み聞かせをした様子などを話していただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊KJR の『家読発表会』参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊メモ帳＆しおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊『読書の実を実らせよう！』 

 
 
 
                                               
                         
                                         
          
＊図書館まつり（11 月 1 日～11 月 29 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 

７つのテーマごとに分けられ

た本の中から想いを伝えたい

人を決め手紙を書いた。言葉

を大切にしてほしいという中

島先生の想いが詰まった授

業だった。 

ブックカバーの再利用や折り紙での

手作り「落ちないしおり」などを景品

として目立つところに掲示している。

しおりめあてで毎週火曜日のワクワ

クデーに必ず本を借りに来る児童が

増え、担任の先生も一緒に本を借り

に来るという今までにない光景が見

うけられるようになった。担 任 の先

生も喜んでしおりを選ぶ姿に児童も

笑顔で会話が弾んでいた。 

 

落ちないしおり 

【一人一人の読書量を視覚化】 
50 冊達成・・・青りんご 
１００冊達成・・・赤りんご 
５０００ページ達成・・・梨（幸水） 
１００００ページ達成・・・梨（豊水） 
「やったあ︕僕の青リンゴがある︕次は赤りんごだ︕」

と喜びながら、図書室に足を運ぶ児童が増えた。  

ブックカバー再利用 ブックカバー再利用 

読み方のアドバイスやポイントな

どを教えていただき練習した。 

指人形を使っての読み聞かせを初めてした。大好評で、
図書委員ももっとしたいと次のイベントを考えている。 

読書ビンゴ 

（学年に合った条件） 読書パズル（赤組ｖｓ白組） 

『黒川町ふるさとまつり』で、絵本の紹介をした。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立諸富北小学校 
                       児童数２３２人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 
出あおう いい本 
育もう いい心 

〜家庭・地域と連携した 読書活動の充実を目指して〜 
取組期間 令和６年(2024 年)４月８日 〜 令和６年(2024 年)年１１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 232 人 実施日数 237 日 読書冊数 26001 
冊 

連携した団体数 3 団体 

取組内容 

（概要） 

１，日常的な読書活動の推進 

２，足を運びたくなる図書室の環境づくり 

３，家庭・地域と連携した読書活動の充実 

４，児童主体の委員会活動 

５，学習センター機能の充実 

工夫したこと 

１，日常的な読書活動の推進 
①朝の帯活動として「読書タイム」を設定し、日常的に読書に取り組ませている。 

②週末の家庭学習を工夫し、毎週家庭で読書する時間を設け、取り組ませている。 

③毎月、地域のボランティアの方に「読み聞かせ」をしていただいている。 

④各学年の児童に読んでほしい本を「にじいろ５０選」として選び、読書を勧めている。 

１０冊ごと読み終わるたびに図書室でくじ引きができる仕組みにし、楽しみながら５０冊を

読み進められるようにした。「５０選」の完読者は毎月の全校昼会で紹介され、校長から

表彰されることになっている。にじいろ５０選を達成した人は、図書室入り口近くの廊下に

写真をはっている。発達段階に合わせた良書に親しむ取り組みとなっている。 

⑤毎月発行している「図書館だより」で「にじいろ５０選」達成者や１００冊、２００冊達成

者の紹介を行っている。 

⑥図書室の壁面に「北っこどくしょの木」コーナーがある。１００冊、２００冊、３００冊ごと

の花や実がなる仕掛けになっている。 

⑦全校児童で「読書ノート」を活用している。高学年はタブレット端末を活用して、読んだ

本の題名とその感想を同じ学級の児童同士で共有し、楽しみながら読書の幅を広げて

いる。校長がお昼の放送で児童の感想を紹介している。 

⑧夏休み・冬休みには長期休業中の図書室の開館日が一目で分かり、長期休業期間

中の読書記録を残すことができる「読書カレンダー」を配付し活用させている。 

 

２，足を運びたくなる図書室の環境づくり 
①季節や学校行事に合わせた掲示を行い、明るく楽しい図書室づくりを行っている。 

②本を分類番号順に配架し、一目でわかる表示を設置することで、本を探しやすく、整理

しやすい環境を整えた。 

③図書委員おすすめの本の紹介コーナーを図書室に設け、読書の幅を広げるための取

り組みをしている。 
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④年度初めに人通りの多い掲示板に先生方のおすすめの本紹介コーナーを設け、読書

に興味を高めてもらう取り組みを行った。 

⑤コーナー展示を充実させている。（新刊図書コーナー・市立図書館の本コーナー・過去

の課題図書コーナー等） 

⑥新たに読書ルームを設置した。空き教室を活用して図書室に隣接する教室を読書ル

ームとして整備し、静かに本を読むことができる場所を増やした。読書ボランティアによる

昼読み会や図書館祭りのイベント等を行うなど、読書に関連する様々な活動を行う場所

と位置付けている。 

⑦図書館まつりのイベントの一つに、外国語専科教員による英語の絵本の読み聞かせを

行っている。 

 

３，家庭・地域と連携した読書活動の充実 
①月に一度家庭で行うノーテレビ・ノーゲーム・ノースマホデーに合わせて親子読書「ぽ

かぽか読書」の取り組みを行っている。 

②読み聞かせボランティア「お話オルゴール」による読み聞かせを毎月第１水曜日の朝

に行っている。 

③読み聞かせボランティア「お話オルゴール」による読書ルームでの「昼読み会」を毎月

第４水曜日に実施している。 

④佐賀市立図書館・分館の諸富館と連携して、読書活動が充実できるようにしている。

近くにある市立図書館分館の諸富館のイベントは積極的に紹介し参加を呼びかけた。 

⑤保護者へ向けて、「諸富北小学力向上だより」を発行しており、その中で音読や読書

が子ども達に与える良い効果等を情報発信し、読書活動の啓発を図っている。 

⑥市立図書館や他校から本を集め、国語科学習での、同じ作者の書いた文学について、

読み広げられるように環境を整えた。 

⑦年２回佐賀市立図書館から団体貸し出しをして学校にない本児童に貸し出している。 

 

４，児童主体の委員会活動 
①図書室の使い方オリエンテーション動画を作成し、活用した。図書室利用のルールに

ついて全校で共通理解することができた。 

②図書委員の児童が企画・運営する図書館まつりを実施した。 

 

５，学習センター機能の充実 
①国語辞典・漢字辞典のクラス貸し出しを行い、学習活動に活用した。 

②授業と連携した教科学習関連図書を積極的に活用し、学習を行った。 

③相互貸借「情報流通システム」を活用し、充実した調べ学習ができるようにした。 

④国語科の言語活動で図書資料を活用して完成させた「どうぶつのひみつ」図鑑を冊

子にして展示し、学習の成果物を披露する場としても図書室を活用している。 

取り組んだ感想 

諸富北小学校の図書室は校舎３階の一番端にあり、各教室からは一番遠い位置

にある。そのような教室配置環境から、児童が気軽に来室できる場所にないため、図

書室への利用者がとても少ないと感じていた。児童の来室機会を増やし、実際に本

を手に取り、図書室を身近に感じてもらえるよう考え、取り組みを行った。その結果、

「読書活動への取り組みを積極的に行った。」と回答した職員は 100％（昨年度

93％）に上昇し、「にじいろ 50 選や自分で選んだ本を読んでいる。」と回答した児

童の割合は 93％（昨年度 86％）に改善した。昨年度より読書活動を充実させるこ

とができていると職員・児童共に感じていることが分かった。 

今後の取組予定  
（ 令 和 ６ 年 (2024 年 )１２ 月  

〜 令 和 ７ 年 (2025 年 )３ 月）  

 読書活動充実のため、継続した取り組みを行っていく。最終的には学年末に「北っ

こにじいろ５０選」を達成した児童が 70％以上、図書室での本の貸し出し年間１００

冊以上を達成した人が 90％以上になることを目指していく。 
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諸富北小学校 「スクール読書チャレンジ運動」 写真資料 

  
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書室入り口の掲示板には、季節を感じられる飾りを貼り、明るく楽しい雰囲気づくりを行った。 

毎月発行している図書館だよりも掲示している。 

佐賀市立図書分館の諸富館専用のボードに、 

諸富館のイベント情報やお知らせを掲示している。 

にじいろ５０選を完読した児童の写真を掲示し、 

にじいろ５０選の読書を推奨している。 

完読した児童にも喜ばれている。 

「新着図書コーナー」、「おすすめの本コーナー」「季節や行事に合わせたコーナー」今年や過去の読書感想

文の課題図書を一か所に集めた「課題図書コーナー」、など各コーナー展示を充実させている。 
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高学年のタブレット PC を活用した「読書ノート」。読書の記録を入力して、互いに感想を交流している。 

紙の読書ノートも全学年で活用

しながら、週末読書に取り組んで

いる。 

空き教室を活用して図書室に隣

接する教室を「読書ルーム」として

整備した。静かに本を読んだり、読

み聞かせボランティア「お話オル

ゴール」による昼読み会や図書館

祭りのイベント等を行ったりする

など、読書に関連する様々な活動

を行う場所として活用している。

↓ 
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国語科の言語活動で図書資料

を活用して完成させた「どうぶ

つのひみつ」図鑑を展示し、学習

の成果物を披露する場としても

図書室を活用している。 

児童主体の委員会活動 

 

←↑図書委員児童によ

る読み聞かせ 

 

貸し出し業務の様子→ 

オリエンテーション動画 

図書館祭りイベントの様子より 

 月に一度家庭で行っているノーテレビ・

ノーゲーム・ノースマホデーに合わせた、

親子読書「ぽかぽか読書」の取り組み。↑ 

 

地域の読み聞かせボランティ

ア「お話オルゴール」の方に、

全クラスでの読み聞かせをし

ていただいている。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立開成小学校 
                         児童数 ４１４人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 夢を抱き、心を感じる居場所をめざして 
『図書館に行こうぜ︕』 

取組期間 令和６年(2024 年)  ４月 １日 〜 令和６年(2024 年) １１月 ３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 414 人 実施日数 244 日 読書冊数 58058 
冊 

連携した団体数 9 団体 

取組内容（概要） 

①興味のアンテナを広げ、読書につなげる 

②図書館環境を整える（a︓明るく心地よい場所をめざして b︓読書量の視覚化） 

③関係各所との連携 

工夫したこと 

①興味のアンテナを広げ、読書につなげる 

『本の紹介スピーチ』  

 今年度から２年生の図書の時間に本の紹介スピーチをする時間を設けた。 

 幅広い種類の本に出会える機会なので、図書館にある本はジャンルを問わず全て紹介

できるようにした。 

『博報堂教育財団主催読書推せん文コンクールへ挑戦』  

このコンクールはコミックや図鑑や詩集など書籍全てが対象で、「どんな本を選べば

いいか分からない」「長い文章を読むのが苦手」「感想文って難しい」と思っている児童

でも気軽に取り組めると思い応募をした。感想文が苦手と思っている児童でも、本を読

む楽しさや想いが形になる喜びをこのコンクールを通して感じてくれたらと思う。 

②図書館環境を整える 

a:明るく心地よい場所をめざして 

ガチャ導入  

貸出冊数が５０冊１００冊１５０冊・・・と５０冊をこえるごとにプラス券や予約券

等が入ったくじを引くことができる。しかし、おなじみのものばかりで少々マンネリ化

していた。そこでくじを引く楽しみをもってもらおうと、そのくじの中に今年度からは

新しく「ガチャ券」を加えた。 

図書館マナーアップキャンペーン  

夏休み明けの１週間を図書館マナーアップキャンペーン期間とした。 

 図書委員会で話し合い「ブックバッグの整理整頓をする」「貸出返却の時はバーコー

ドを揃える」「本を正しい本棚に戻す」など日替わりで５つの目標を立てた。図書委員

がポスターや朝の放送でその日の目標を呼びかけ、全校に周知するようにした。 
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B︓読書量の視覚化 

りんごの木  

 図書館前の廊下には大きなりんごの木がズラリと並んでいる。 

 貸出冊数１００冊を達成するごとに赤→ピンク→黄色・・・とリンゴの色が変わって

いく。 

学年の本棚（さくらの花、認定証） 

 各学年で「〇年生の本だな」を６０冊ずつ準備している。これは国語の教科書に掲載

されている図書を中心に選書しており、その学年に見合った内容となっている。 

この学年の本棚から本を２０冊借りると、図書館内に掲示している桜の木に名前入りの

花びらが咲き、６０冊全て借りると「学年の本棚 認定書」をもらえる。 

赤白対抗︕図書館玉入れ  

 運動会に向けて校内の士気が高まってくる中、図書館でも何かできないかと思い「赤

白対抗︕図書館玉入れ」を実施。運動会二週間前から、本を借りると自分の団の色シー

ルをもらえるようにし、図書館に置いている玉入れの台紙にシールを貼ってもらった。 

③関係各所との連携 

・地域ボランティア（週３日） 

・読み語りボランティア（年８回） 

・給食コラボ（４日間） 

・佐賀市立図書館団体借受、市内学校との相互貸借 

・図書委員会主催の図書館まつり（年２回） 
 

取り組んだ感想 

今年度は今まで取り組んでない新しい催事や掲示物をし、変化を取り入れた。 

『第二の保健室』とよばれる学校図書館。 

ただひたすらに貸出冊数だけを伸ばすだけではなく、困った時、教室に居づらい時、図

書館に行けば先生や友達に会える、本が読める、楽しい︕安心できる︕と思ってもらえ

るような居心地の良い場所づくりを心掛けた。先生また来るね︕と笑顔で退室していく

姿を見ると、よい時間を過ごしてもらえたと実感できこちらまで嬉しくなる。 

また備品等も新たに購入することを極力控え、今あるものを最大限に活用しながら「子

どもたちが喜ぶこと」を意識して環境整備や本の装備を行っていった。 

本校は司書、司書補、ボランティア（週３）で２０分休みは対応しており、図書委員も

当番日以外でも自主的・積極的に活動している。休み時間は貸出返却で混みあう日が多

いが、カウンター対応はマンパワーが十分にあるので、司書は館内で一人一人の読書量

や好みや性格に見合って対応できる。本を紹介していると『僕もその本気になる︕』『借

りてみたい︕』と本への興味が連鎖していくのを実感した。児童に応じて距離感や読書

量を考えながら対応することができたのは、周囲の協力なくてはならないものだと強く

感じている。 

今後の取組予定  
（ 令和 ６ 年(2024 年 )１ ２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年 )３ 月） 

長文の本を読み終えた「達成感」や新しいジャンルの本を開拓していく「楽しさ」を小

学生の間に体験できるように、そしてなにより「図書館に行きたい︕」という気持ちが

大きくなっていくようにこれからもサポートしていきたい。 

（主な取組予定）図書館宝くじ、卒業記念品作成 
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①『興味のアンテナを広げ、読書につなげる』 

本の紹介スピーチの様子 

 

 

 

 

紹介する児童は毎回２〜４人。幅広い本との出会いが目的であるが、人前で発表できることで自信をつけ

達成感を感じてほしいとも考えている。 

紹介した後は感想や質問する時間を設けることで「読んでみたい︕」という気持ちが広がり、授業後には

お目当ての本を予約する児童がおり読書意欲にも繋がっている。選書には個性が感じられ、回を増すごと

に発表の仕方もアレンジが加えられて、「どうしたらみんなに興味を持ってもらえているか」と考えている

のが伝わってくる。 

 

②『図書館環境を整える』 

a:明るく心地よい場所として 

ダンボールとペットボトルで作ったガチャ箱には「一日図書

委員体験券」「新しい本購入交渉権」「券フルセット」「景品券」

の４種類のカプセルが入っている。ガチャをしてみたい︕あの券

がほしい︕と図書館に来る楽しみや笑顔が増えたように感じる。 

 

 

 

 

 
梅雨の時期に、部首に雨がつく漢字のクイズコーナーを設

けた。漢字が貼られた雫の模型をめくると裏面には読み仮名

があり、難しい漢字にどんどんチャレンジしていた。 

 

ガチャ導入 

ミニクイズ『雨がつく漢字わかるかな？』 
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b︓読書量の視覚化 

 

                   図書館は２階渡り廊下の中心にあり、毎日多くの人が行

き来しているため、このりんごの木も廊下を通るたびに自

然と目が行く。児童はもちろんだが、担任も自分のクラス

や他のクラスの貸出状況が一目でわかるので児童への声掛

けや頑張りを認めるきっかけにもなっている。 

 

 

図書館前方にさくらの木がある。学年の本だなを２０冊

借りると花びらが咲き、すべて達成すると認定証がもらえ

る。認定証は、「年間プラス１冊フリーパス券」としても使

うことができる。認定証をもらうまでは時間がかかるがそ

の分達成感も高い。 

図書館バルーンフェスタ POP をとばそう 手作りモビールで明るく楽しい雰囲気に 

季節に合わせたクイズコーナー（パリオリンピック） 立体折り紙（お月見） 

りんごの木 

学年の本だな（さくらの木） 

認定証 
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（参考）学年の本だな 達成状況比較（R5.R6 年度ともに 4/15〜10/31 で集計） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 達成者合計/
児童数 

達成率 

R5 年度 0 7 4 8 5 8 32/443 7.2％ 
R6 年度 7 3 5 11 6 13 45/416 10.8％ 

 
 
 

 

 

 

運動会前日までそのシール数を競って、多かった団は全員、普段一人１冊制限貸出の新しい本と人気シリ

ーズの本を２冊まで貸出可能の特典をつけた。シールを自分で貼って可視化することで、自分たちの読書

量をリアルタイムで実感できていた。 

 

＜その他の取組 SDGｓなど＞ 

 

 

 

 

図書委員に選んでもらった記事を中心に切り抜きをし、     

図書館前に掲示して図書館内でもファイリング分を展 

示。またその記事に関連する本も一緒に掲示をした。 

 

 

赤白対抗！図書館玉入れ 

新聞・雑誌の活用 表紙の再利用 

背表紙を一新！手に取ってくれることを願って 

余っていたクリアフィルはカードケースに、不要になっ

た表紙のカバーはパズルに、図書館まつりの本の表紙あ

てクイズに利用した。SDGs を意識して、廃棄物を有効

活用した。 

中のページはきれいなままなのに、背表紙が劣化してしま

い題名が見えない。 

本棚に並べてもなかなか手に取ってもらえなかった本に

少し手を加えて装備し直すと・・・まるで新品のような印

象に。本棚も明るくなり、手に取ってくれることが増えた。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 神埼市立千代田西部小学校 
                       児童数 217 人 

 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 たくさんの本と出会い、お気に入りの本を見つける西部っ子︕ 

取組期間 令和６(2024)年 ４月 10 日 〜 令和６(2024)年 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組を始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組とする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 463 
人 

実施日数 235 
日 

読書冊数 46,459 
冊 

連携した

団体数 
1 

団体 

取組内容 

（概要） 

本年度は、児童と本とをつなげる方法として、「楽しい読書体験」を意識した取組を行

った。 

※「読む力」「書く力」を養う為に行われていた取組は継続して実施。 

《継続して行った取組》 

・読書の記録 

…「読む力」だけでなく「書く力」を養う為におすすめ 30 選を読み終え、その中から

選んだ本（3 冊）の感想を書く。（感想は児童の読解力、書く力に応じる） 

・「せんだん賞」 

…学年のおすすめ 30 選を含む 100 冊読破者へ「せんだん賞」を授与。 

・「読書がんばり表」 

…自分が設定した目標冊数と貸出冊数が分かるようにした「読書がんばり表」を 

 図書室に掲示し、シールの位置で貸出数を確認できるようにした。 

・読書ボランティア団体・先生・図書委員による読み聞かせ 

・図書委員・先生のおすすめの本の展示 

《今年度新しく行った取組》 

・「赤白対抗 読書 de 玉入れ」 

…体育大会の関連イベントとして赤組と白組に分かれ貸出冊数を競う読書玉入れを 

実施。（１０日間）※借りた冊数分のシールを貼っていき集計。 

・「親子読書 de 回覧板…クラスでグループを作り、グループごとに 1 冊の絵本を 

 回覧する「読書回覧板」を実施した。 

・図書館まつりでは、図書委員による大型絵本の読み聞かせやパネルシアターの 

上映会を行った。 

《その他》 

・授業単元に合わせた展示や、校内行事に合わせたコーナー展示（体育大会、修学旅

行、重機体験など） 

・神埼市に関するテレビ放送（アンドレ・ジャピー氏の特集）に合わせて、号外を発行

し、本校の「4 年生のおすすめ３０選」の本でもある『飛べ︕赤い翼』の 

紹介を行なった。 
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工夫したこと 

●「読む力」「書く力」を養うための活動を継続していくと共に、児童と本とをつなぐ

方法として新しいアプローチを試みた。取組を通して、本を読むことの楽しさや本を

読んで学ぶことの面白さを感じられるよう工夫した。 

[児童の読書体験や学校行事に合わせたコーナー展示] 

・読書ボランティアや先生による読み聞かせ、図書委員による読み聞かせやパネルシア

ターなどで読んだ本は、おはなし会のタイミングに合わせて図書だよりや 

図書室での展示で紹介した。 

・授業単元に合わせた展示や、体育大会、修学旅行、重機体験など校内行事に合わせた

コーナー展示を行った。また、展示する本は、児童にも声をかけ一緒にテーマに合っ

た本を集めるようにした。（図書委員だけではなく、展示コーナーに興味を示した児

童にも声をかけ、一緒にコーナーづくりを行った） 

[読書 de 玉入れ] 

・図書主任と体育主任とで連携し、体育大会の関連行事として行った。玉入れの結果

を、体育大会のポイントに反映することで、参加意欲が高まり、6 年生を中心にたい

へん盛り上がりをみせたイベントとなった。 

「親子読書回覧板」 

・回覧する絵本は、1 学期に行った親子読書で家庭からおすすめされたものを中心に選

んだ。また、取組についてのアンケートは、負担にならないよう☆の数で評価をして

もらうようにし、任意で感想コメントを書いてもらうようにした。 

取り組んだ 

感想 

・図書委員よる大型絵本の読み聞かせやパネルシアターは、初めてみる児童も多く楽し

んでもらえることができた。 

・読み聞かせやパネルシアターで読んだ本が図書室にもあることを、おはなし会後に知

らせたり、展示コーナーを作ったりしたことで、おはなし会の後の貸出が増えた。 

・「先生のおすすめの本」は児童に大変人気があり、読書への関心が高まった。 

また、様々な分類の本に触れる機会となり読書の幅が広がった。 

・コーナー展示をする際に、児童と一緒に選書をすることで書架や本の内容への関心が

高まり読んでみようという意欲にもつながった。また、複数人で本を集めたことで最

近借りられていなかった図書がコーナーに並び、貸し出しに繋がった。 

・自分で作ったコーナーの本が借りられると、嬉しそうにする姿や、「こうした方が借

りてくれそう」と言って本の並べ方を工夫する（面出しなど）児童の姿などがあっ

た。 

・体育大会などの行事と合わせて行うイベントは、学校全体で読書をしようという雰囲

気になり、とても良かった。6 年生が中心となって盛り上げてくれた。 

・読書回覧板は、絵本を選んだことで読書の時間を作る負担が少なく、また高学年の児

童からは久しぶりに親子で絵本を読み懐かしくなったなどの感想があり、好評だっ

た。 

・友達と同じ本を読むということや、順番が回ってくることへの楽しみがあってよかっ

た、今後も続けてほしいなどの感想も多くあった。 

今後の取組 
予定  

（ 令 和 ６ 年 (2024 年 )１

２ 月 〜令 和７ 年(2025 年 )

３ 月 ）  

・「せんだん賞」は 4 割の児童が達成しているが（11 月現在）、まだ達成できていない

児童もいるので、個々の頑張りを認めながら声掛けを行ない、達成率があがるよう働

きかけていく。 

・授業単元や行事に合わせたコーナー展示は、今後も児童が本選びに参加できるよう働

きかけていく。 
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図書室入口に掲示されている「読書がんばり表」 

・目標冊数：ピンク色 

・１００冊：黄色    （2024 年 11 月 30 日現在） 

校長室前に掲示されている「読書の木」 

せんだん賞表彰式 

・１００冊以上本を借りた児童の名前の 

花が咲きます。（2024 年 11 月 30 日現在） 

号外・コーナー展示による図書の紹介 

ー 34 ー



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育大会関連イベント『どくしょ de 玉入れ』 

親子読書 de 回覧板 

本の破損を防ぐため、緩衝材で図書バックを作りました。 

また、紛失防止の為、本の表紙のコピーを貼り付けました。 

〈読書回覧板の感想〉 
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大型絵本の読み聞かせ 

パネルシアター上映会 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 伊万里市立 青嶺中学校 
                         生徒数  ９９人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 貸し出しシール８００枚で、特大の絵本パズルを完成させ、図書室利
用者を増やします︕ 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 ８日 〜 令和６年(2024 年) １１月 ２９日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

取組人数 １１４ 
人 

実施日数 １３４ 
日 

読書冊数 1735 
冊 

連携した団体数 ２ 
団体 

取組内容（概要） 

①学級文庫の廃止 

➁図書貸し出しパズル…804 ピースのパズルを図書返却時にもらう 

③ぶっくん（３週間に１度の巡回） 

④読み語りグループ「おはなしどんぐり」（毎月第２火曜日） 

⑤図書だより（毎月１回発行）５月、１０月は職員、その他の月の表面は文化学習委員会の

生徒がタブレットで作成して発行する。 

⑥ブックトーク（委員会の生徒と図書館司書）（５月） 

⑦委員会の生徒による読み語り 

⑧七夕まつり 

⑨家読ゆうびんコンクールへの応募 

⑩しおりコンテスト 

⑪季節の本の紹介 

⑫クリスマス会 クリスマスブック（先生おすすめの本の紹介） 

工夫したこと 

①学級文庫の廃止 昨年度までは生徒が選書する学級文庫に新着本が配架されていた。その

影響により、来館する生徒が少ない状況だった。今年度から学級文庫を廃止し、新着本を含

めたすべての本を図書館に配架した。 

➁図書貸し出しパズル…804 ピースのシールパズルを図書館に設置した。図書返却時に１冊

１ピースとしてシールを受け取り、パズルの完成を目指した。今年度中の完成を目標として

いたが、貸し出し冊数が予想を上回ったために、11/18 に完成した。新たに 192 ピースのパ

ズルを追加しており、現在も楽しく取り組めている。 

③ぶっくん 文化学習委員会の生徒が選書して、集団貸し出しを行う。生徒からのリクエス

トを伊万里市民図書館へ随時連絡して対応してもらった。借りた本は教務センター前に棚カ

ートで設置し、手に取りやすい環境作りに努めた。 

④読み語り 読み語りで使用された本を教務センター前に展示。読みたい場合は、センター
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工夫したこと 

前のベンチや校内で閲覧できるようにしている。 

⑤図書だより 毎月発行している。４、５、10 月は図書館司書が表裏の両面を書くが、その

他の月の表面は委員会の生徒が各学年で担当している。新着本、赴任した先生のインタビュ

ーやおすすめの本の紹介、多読者の紹介などを行った。紹介された本を求めて図書室に来る

生徒もいたため、読書推進に有効な方法と思われる。 

⑥生徒によるブックトーク 5 月 24 日に図書室で文化学習委員会の 2、3 年生と図書館司書

によるブックトークを行った。グループや個人でおすすめの本を紹介したもので、新入生だ

けでなく在校生も参加して話を聞いていた。 

⑦6 月 5 日 朝読書の時間帯に委員会の生徒による読み語りを行った。読み語りの練習を各

自で行い、当日に臨んだ。特に１、２年生は興味をもって聞いていた。 

⑧七夕まつり ７月に入り、七夕飾りをして短冊を書くスペースを作った。また、当日の４

日は本についてのクイズを行い、正解者に手作りのしおりをプレゼントした。 

⑨家読ゆうびんコンクール 毎年、埼玉県三郷市が募集している「全国家読ゆうびんコンク

ール」に全校生徒で応募している。相手に伝えたいことを文章や絵で表現するもので、国語

の授業と連携して行った。どの生徒も真剣に取り組んでいた。 

⑩しおりコンテスト 文化学習発表会の取り組みとして、これまでは POP コンテストをして

いたが、今年度から好きなイラストなどでしおりを飾る「しおりコンテスト」に変更した。

文化学習発表会前後に、保護者を含めた全校生徒による人気投票を行い、各学年の最優秀賞

を決めた。副賞として、「購入図書リクエスト権」を進呈した。 

⑪季節の本の紹介 図書館司書が季節を感じる本を選んで、特設コーナーで紹介している。

季節の飾りつけとともに生徒の興味を引いているようだ。 

⑫クリスマス会 今年から、クリスマスブック（先生おすすめの本）を行うことにした。英

字新聞で包まれて書名の見えない本を、教職員が書いたメッセージカードを読んで選ぶ取り

組み。プレゼント形式で包装紙を開くため、生徒も嬉しそうだった。 

取り組んだ感想 

・学級文庫を図書館に戻したことが良い効果をもたらした。図書館に来れば、新刊があり、

季節の本を選ぶことができる環境であったため、生徒たちの読書推進につながった。学校図

書館の貸し出し冊数は大きく増えた。令和 5 年度 468 冊に対して、令和 6 年度は 11 月 30

日までに 1,054 冊の貸し出しがあった。なお、ぶっくんでの貸し出し冊数は今年度、現在ま

でで 650 冊であった。 

・今年度は文化学習委員会の委員長・副委員長が委員会の生徒をよくまとめ、積極的に委員

会活動に取り組んだこともあり、ほぼ年間計画通りに進めることができた。 

・委員会の生徒が自作する「図書館だより」は子どもたちの興味・関心に即しているものと

思われる。生徒が自ら考えて作るため、自主性を伸ばす機会にもなった。 

・学校図書館司書の尽力により、生徒が楽しめる取り組みを準備・実施することができ、充

実した活動になったと感じる。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・12/19 クリスマス会 図書室に隠されたモノを探す「クリスマスミッケ」を行い、来館

者を増やす。  

・多読者の集計・表彰 今年度の累計貸し出し冊数の集計と、他読者への賞状作成を委員会

の生徒が行う。 

・図書館利用に関するルールの確認 
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②図書貸し出しパズル    

２枚目突入 ③ぶっくん 

集団貸し出し利用 

と貸し出し名簿 

⑤図書だより 
表面を生徒、裏面を図書館司書が
書く。 

    ⑤生徒による 

ブックトーク 

        ⑦七夕まつり 

⑨家読ゆうびん 

コンクール 

 ⑩しおりコンテスト 

 
 
 

 
 

ー 39 ー



令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 
 
 佐賀県立盲学校 幼稚部 ２人 小学部 ２人 中学部 ５名 高等部

普通科 ４名 保健理療科 ２名 専攻科 ５名  
 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 図書館祭りに参加し、読書に親しもう（読書バリアフリーを視野に） 

取組期間 令和６年(2024 年) ５ 月 ８ 日 〜 令和６年(2024 年) １１月３０ 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ２０ 
人 

実施日数 207 
日

読書冊数 
約

100 冊 
連携した団体数 ２

団体 

取組内容（概要） 

①毎週１回のお話会（幼小学部︓職員や図書情報部、高等部生徒による） 

期間イベント「図書館祭り」での取り組み 

②生徒会へ︓ポスター描きなどの協力要請 

③全体ゲーム、お話会、本の紹介コーナー、図書館クイズコーナー 等 

工夫したこと 

①毎週のお話会実施で、本を身近に感じられるようにした。 

②図書館へ足がなかなか向かない生徒にもよいきっかけになればと、計画し、ポスタ

ー描きを要請した。描きやすいようにあらかじめ下描きを太めの線でしたり、興味が

湧くような楽しいイラストを採用したりして、塗り絵形式で募集した。 

③目が見えない、見えにくい幼児、児童、生徒のために音で構成したゲーム、お話

会、クイズ。 

取り組んだ感想 

①幼児から６年生までと実態の幅が広く、お話会での選書に頭を悩ますこともあった

が、幼児には幼児の、６年生には６年生の「読み」があることが分かり、様々な本を

紹介することができた。また、毎学期１回県立図書館からの出張お話会も子どもたち

は楽しみにしており、来ていただくたびに私たち職員もとてもよい学びとなった。 

②児童、生徒の実態に応じて、ポスターを描いてもらった。描くことで、もうすぐ図

書館祭りなのだという気持ちを高めることができた。 

③図書館内にクイズコーナーを設置するだけでなく、昼休みに全員に体育館へ集まっ

てもらい、全体ゲーム︓「サウンドブランククイズ」を実施した。毎年、みんなで楽し

く取り組む恒例行事となっており、幼児から理療科の成人の生徒まで幅広く楽しめる

クイズを工夫し、行うことができた。お話会は、『あいさつ番長』という絵本を図書情

報部を中心とした職員が役割を決めて音読した。効果音なども有効に入れて、バリア

フリーで楽しめるお話会を目指して、脚本から台本の練習、本番まで、全員で取り組

んだ。幼児、児童、生徒に喜んでもらえたようだが、「セリフが少し多すぎて内容がう

まく伝わらなかったのでは」という意見もいただき、次年度へ向けての課題とした。

また、本の紹介コーナーに掲示した出品はそのまま本紹介のポップにもなり、児童、
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生徒、職員も興味深く目を通していた。「この先生がこんな本を読んでいるんだ」「あ

の生徒さんはこんなジャンルが好きなんだ」と、生徒も職員もなるほど︕と思い、新

しい読書ジャンルへのきっかけになったことだと思う。 

図書館内に期間中常設しているクイズコーナーでは、日常生活の中の音を録音し、何

の音かを 4 択の中から選ぶクイズを楽しんだ。 
 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

〇１２月１７日には、移動図書館（毎学期１回実施）を予定している。新刊図書や新

しく点訳していただいた書籍、理療科の専門書等を書架に掲示して、高等部１階玄関

前にて実施。図書館に忙しくてなかなか足が向かわないのであれば、図書館の方から

児童、生徒さんの近くに移動しようという企画である。立ち読み大歓迎︕もちろんそ

の場で貸し出しや返却もできる。 

〇また、図書館祭り、本の紹介コーナーで掲示した作品を中心に、新刊図書として図

書館に購入を予定している。 

〇３学期まで幼小学部対象のお話会は継続する。3 学期は、学部の枠を超えて、高等

部の生徒が高等部職員と一緒にお話会で本を読んでくれる予定。図書情報部主任によ

る ICT を駆使したお話会も子どもたちが楽しみにしている。また、3 学期も県立図書

館の出張お話会を依頼。時間は毎回 15 分と短くて恐縮なのだが、その積み重ねは貴

重である。 
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令和 6 年度スクール読書チャレンジ運動 資料集   佐賀県立盲学校 

①お話会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

②図書館祭りの様子 

今年度の幼小学部は対象幼児児童が 4 名（うち盲児 3 名、弱視児 1 名）だが、職員が当番で毎週、様々な本

を読み聞かせした。大きな絵本に弱視児が食い入るように見入ったり、盲児が静かに集中して聞き入ったりす

る様子がみられた。読み聞かせ後の感想もそれぞれ発表し合い、他の友だちの考えや意見を聴く貴重な場に

なっている。図書の時間に図書室を訪れ、読み聞かせやデイジー図書を楽しむ姿も毎日見られる。 

全校集まってのお話会は、絵本の挿絵をプロジェクターで大きく表示し、図書情報部の職員がそ

れぞれの登場人物の役を朗読し、効果音も入れて、より臨場感あふれる演出を工夫した。また、今

年の全体クイズは「サウンドブランククイズ」と銘打って、様々な曲の一部を聞こえないように流

し、その聞こえなかった部分の歌詞を当てるというゲームで、老若男女盛り上がった。また、図書

室では、図書館祭り期間中、パソコンを操作しながら解答する「サウンドクイズ」が設置され、多

くの幼児、児童、生徒が参加した。およそ 7 割の幼児、児童、生徒が期間中図書室を訪れ、クイズ

に参加してくれた。 

  

お話会の様子 全体ゲーム（サウンドブラン

ククイズの様子 
サウンドクイズに挑戦 

クイズの答えを投函 本の紹介コーナーは毎年人気 
絵本や本の内容に関するク

イズに挑戦中 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立南川副小学校 
                         児童数２１１ 人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 読書の幅を広げ、お気に入りの本を見つけよう。 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月１５日 〜 令和６年(2024 年) ６年１１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ２１１ 人 実施日数 ２３０ 日 読書冊数 32,727 
冊 

連携した団体数 ３ 団体 

取組内容（概要） 

「誰もが足を運びたくなるような図書室」を合言葉に、繰り返し足を運ぶことで本を

身近に感じ、様々な本を手に取る機会を増やしていくことを目指して様々な読書活動

を行ってきた。 

１．誰もが足を運びたくなるような図書室づくり・・・①校内環境の整備、②「南っ

子バルーン」と「プラス券」の発行、「達成記念品」プレゼント 

２．図書室の主な活動・・・①図書の時間での新しい本の紹介、関連図書の紹介、②

分類チャレンジ、③南っ子チャレンジブックの選定＆レベルアップ 

３．学習支援・・・①公共図書館や市内の中学校の図書館の本の活用（授業に関する

資料の収集や児童の読みたい本の収集） 

４．図書委員の主な活動・・・①常時活動の工夫、②年２回の図書館祭り  

工夫したこと 

１―①校内環境の整備︓毎月変わる月コーナー（10 月には、新米とかけて「あなたは

パン派︖ご飯派︖）、SDGs に関するコーナー、読書感想文紹介コーナー（青少年読書

感想文の県特選に入った児童の作品と本の紹介コーナー）、先生のおすすめ本コーナー

など、様々なコーナーを設置し、次はどんなコーナーができるのだろうと、児童も職

員も楽しみにしている。また、各学年の掲示板には「読書の木」があり、児童のおす

すめの本を一人一人が紹介し、その本を読んだ児童は「読んだよシール」を貼ってお

互いのお気に入りの本を読む取り組みを行っている。 

１－②「南っ子バルーン」とプラス券の発行、達成記念品のプレゼント︓５０冊達成

で名前入りのバルーンを掲示している。また、プラス券は５０冊・１５０冊達成時や

図書館祭りのイベント時に景品として渡している。達成記念品は１００冊達成時に

「オリジナルしおり」、２００冊達成時に「プラス券ケース」、２５０冊達成時に

「犬・猫マグネットしおり」、３００冊達成時に「メモ帳」をプレゼントしている。 

２－①新しい本の紹介、関連図書の紹介︓毎週の図書の時間には、司書による新しい

本の紹介や授業で取り扱った同じ作者の本の紹介がある。児童の実態に応じた本を冒

頭で紹介することで、児童の借りてみたいという思いを引き出すことができている。
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また、９分類の本のレベルアップを図るために、まずは見開きで話が完結する本から

始まり、話が３〜５ページで完結する本、短編が集まっている本へとレベルアップで

きるよう、児童の実態に応じて紹介している。 

２－②「分類チャレンジ」︓特に３年生の児童を中心に取り組まれていることの一つに

「分類チャレンジ」がある。３年生で日本十進分類法を学習した後、「今日は〇類にチ

ャレンジしてみよう。」というお題を児童に出し、例えば７類でも７０︓芸術・美術、

７１︓彫刻など一つの分類の中にも細かく分かれていることを表で確認できるように

掲示している。この「分類チャレンジ」を通して、少しずつその分類でのお気に入り

を見つけることができるようになってきている。 

２－③南っ子チャレンジブックの選定＆レベルアップ︓今年度から教科書が改訂され

たことを受け、必読書である「南っ子チャレンジブック」の見直しを行ってきた。新

しく教科書に掲載されているおすすめの本を可能な限り取り入れ、より児童に寄り添

った本の選書を行っている。この「南っ子チャレンジブック」３０冊を読んだ児童も

図書館だよりで紹介するなど、児童が読む意欲を高める取り組みもしている。また、

低学年を中心に「南っ子チャレンジブック」を３０冊で終わらせず、No.2 を作成し、

児童の読んでみたいという思いを大事にしている。 

３－①国語科で授業の資料として使いたい本を公共の図書館から借りたり、佐賀市内

の中学校からも５・６年生向けの本を貸出てもらったりするなど、佐賀市独自のネッ

トワークをフル活用して、資料を提供している。また、予算が限られている中で新し

い本を購入するため、なかなか児童の思いを全て叶えることができない。そこで児童

のこんな本が読みたいに応えるべく、すぐに検索し、可能な限り貸出を行っている。 

４ー①常時活動の工夫︓南川副小学校では借りた本は返却ラックへ置くスタイルをと

っている。そのため、本を戻す仕事を図書委員の児童が担っている。また、「ｍｙ本

棚」を導入し、整理整頓をする際は、「ｍｙ本棚」を中心に取り組んでいる。 

４ー②年２回の図書館祭り︓図書委員を中心に「宝探し」「本のあらすじクイズ」「シ

ルエットクイズ」「名無し本あてクイズ」「読書ビンゴ」「冊数くじ引き」「宝探し」「塗

り絵コンテスト」「しおりコンテスト」などを行った。 

取り組んだ感想 

「誰もが足を運びたくなるような図書室」を合言葉に様々な取り組みを行ってきた結

果、まずは昨年度の 26,570 冊を現時点で上回っていることが結果として見えてき

た。ただ一概に、「貸出冊数が伸びた」＝「読書の幅が広がった」とは言い難いが、絵

本や９類を中心に自分のおすすめの本を紹介したり、４類の自然科学や７類の芸術・

スポーツを手に取って読んだりしている児童も多くみられる。また、様々なコーナー

を随時作っているため、様々な分野の本を手に取る機会も増えてきた。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・中学校へ行こう︓アニメ版やライトノベル、映画化された小説などを中学校から借

りることで、中学校の図書室にはこんな本があるという安心感を与える取り組みを行

う。 

・卒業する君たちへ︓職員から卒業する６年生に読んでもらいたいおすすめの本を紹

介するコーナーを設置する。 
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佐賀市立南川副小学校の取組 

１．誰もが足を運びたくなるような図書室づくり 

①校内環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「南っ子バルーン」、プラス券＆達成記念プレゼント 
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２．図書室の主な活動 

①新しい本の紹介・関連図書の紹介 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

②分類チャレンジ 

 

 

③南っ子チャレンジブックの選定＆レベルアップ 
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３．学習支援 

 

４．図書委員の主な活動 

① 常時活動の工夫 

   

 

 

② 年２回の図書館祭り 
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令和 6 年度「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
学校名 神埼市立仁比山小学校 

                 児童数 211 人 担当者名 篠﨑 涼子・菱岡 智美 

住 所 
郵便番号 842-0107 

佐賀県神埼市神埼町鶴 1634 番地 電話番号 0952-52-2504 
 

◆ご提出いただいた個人情報は、本事業のためのみに使用し、それ以外の目的に使用することはありません。なお、県における個人情報の取扱につ
いては、佐賀県個人情報保護方針（https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00319144/index.html）に定めています。 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 ぽっかぽか図書館 「本は友だち いつでもみんなのそばにあるよ」 

取組期間 令和 6 年 4 月８日 〜 令和 6 年 11 月 30 日 

※令和 6 年 4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和 6 年 11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 
 

価 

取組人数 211 人 実施日数 237 日 読書冊数 39313 
冊 

連携した団体数 1 団体 

取組内容（概要） 

1 本は身近にある環境づくりを行う  
2 お気に入りの一冊を見つける取り組みをする 
3 授業での調べ学習などで使える本の充実を図る  
4 様々なイベントを通しての図書館の楽しみ方 

工夫したこと 

1 本は身近にある環境づくりを行う  
本校図書館は、図書館担当教員、司書補、図書委員 10 名で運営を行って

いる。貸し出し目標冊数は、児童１人あたり 1～3 年生は 150 冊。4～6 年

生は 130 冊としている。そのうち学年に応じての「おすすめの本」を選定

しており、読破数をそれぞれの学年で決め、目標達成できるような声かけ

をしている。（1・2 年は 50 冊、3・4 年は 40 冊、5・6 年は 30 冊） 
新学期始まってすぐに「図書館オリエンテーション」を行い、早い段階か

ら貸出をすることによっていつでも本が身近にあるようにした。  
  

(1) 読書の記録の表紙には貸し出し用バーコードを貼り付けて、借りる時に一

緒に出すようにしている。（学年ごとに色分けをしている。） 

(2) 読書の記録の中、はおすすめの本一覧表と読書目標数（10 冊単位）が張り

付けられている。スタンプラリー形式。 

(3) 本をすぐに見つけることができるよう分類毎にし、そのほかにもコーナー

別に本を置いている。（おすすめの本・平和人権の本・教科書にのっている

本・こわい本・読書感想文課題図書・ひみつシリーズなど） 

(4) 各教室の個人の机の横に図書バッグを提げ、ちょっとした隙間時間にも読

書ができるようにしている。本を借りに行くときも大変スムーズである。 

 

2 お気に入りの一冊を見つける取り組みをする。  
 一冊のお気に入りを見つけることがスムーズに出来ない児童もいるため

司書補が寄り添ってアドバイスをしている。  
 
(1) 定期的に図書委員と、”季節のおすすめ本“や”委員さんが選ぶおすすめの

本“または時事に合わせて選んだ本などのコーナーの入れ替えをし、本の紹

介をしている 

(2) 新刊が入荷した時には優先的に借りることができるチケットなどがある。

その他にもチケットを発行しているので、用途に合わせながら気に入った

本を選んでいる。 
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(3) 図書館だよりで新刊や季節にあった本の紹介も行い、児童が「読んでみた

い」と意欲がわくようにしている。 

 

3 授業での調べ学習などで使える本の充実を図る。 
 一年生からタブレットの活用をしており、調べ学習での本の利用は以前に

比べると少なくなってきたが、「本を使って調べる」ということで、「考え

る力」「感じる力」「表す力」を育てるためにも授業での利用を推奨した。 
 
(1) 授業で使う本の購入を心がける。 

(2) 日本十進分類法に合わせた本の配置をしているので自分の調べたいものを

表で探すように声をかけた。 

 
4 様々なイベントを通しての図書館の楽しみ方  
 イベントを通して、本を読むだけではない楽しい時間を過ごしたり、「図

書館の正しい利用の仕方」を学んだり、「図書館」への親しみを持ってもら

うことを考えた。  
                            
(1) ４月の児童集会では、図書委員が選んだおすすめの本の紹介を行った。ま

た、図書館での過ごし方や先生方の好きな本あて、日本十進分類などを○×

クイズ形式で出し、「図書館に親しんでもらうため」のイベントをした。 

(2) 6 月と 10 月の 2 回図書館祭りを行い、様々なイベントを開催した。 

名称は、図書館だよりにあわせて「ぽっかぽか図書館まつり」とし、児童へ

の定着が見られる。また、図書館まつりの期間に合わせて 6 月には「ファ

ミリー読書」（子供の選ぶ本を家族と一緒に読む）、10 月には「読書がんば

り週間」（家庭で何冊読んだか、題名と冊数を記入）を設定し、家庭での読

書を奨励した。 

(3) イベントの内容は基本的に図書委員が考え、司書補はサポートに徹した。6

月に行った内容で、良かったものは残したり、変更したりと高学年のアイデ

アが光っていた。低学年は図書委員のサポートが嬉しいようで、「自分も図

書委員になる」とあこがれを持つ児童も多い。 
  

取り組んだ感想 

・児童が毎日図書館に足を運び、楽しみながら読書をしている姿が多く見ら

れ、取り組んでよかったと思った。本が好きな児童が多く、学校生活と図

書が密接しているといっても過言ではない。  
 
・「ファミリー読書」を行った際には、保護者の方から「久しぶりに一緒に

読んで楽しかった」等のコメントをもらい、読書が家庭に広がっていく喜

びを感じた。そのほかにも「児童からこれを読みたいと言われた。」など

書いてあり、読書のイメージアップにつながったと思う。  
・神埼市では、他校の図書館司書補で本のことに関する相談や、図書館運営

に関しての共有ができている。自校だけでなく神埼市全体で連携を図りな

がら「読書」という良い習慣を継続できるよう、努力していきたい。  

これまでの取組や 
今後の取組予定 
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３月 ）  

・本校の児童は、毎日朝読書を行っている。しかし、担任に促されないと読

書を始められない児童もおり、貸出時の声掛けや読書意欲がわくような本

の選定をこれからも続けていきたいと思う。  
・毎年、図書委員が取り組んでいる「図書館新聞」作成を 3 学期に行う。内

容は児童の話し合いで決まった「分類毎で人気の本」や「図書館での約束

はなに」「貸出が多かったクラス」等を予定している。 
 
・年度末に向けて、借りた本の冊数に応じての賞状の準備をし、目標達成を

することの喜びを味わってもらうことと、進級しても継続できる環境を作

っておきたい。   
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ぽっかぽか図書館まつりの様子 

☆内容は、キャラクターシルエットクイズ、本の分類でビンゴ、本の仲間外れゲーム、しお

りまたはぬり絵コンテスト、時期に合わせた工作などでした。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ハロウィンモンスター

づくり。どんな怖い顔に

なったかな～  
図書委員さんが低学年

に教えてくれる姿が微

笑ましかったです。  
 

シルエットクイズは  
毎回人気の企画です。  
「あてて、あてて！」と  
みんな必死で手をあげ

ています。  
ただ、いざあてられる

とちょっぴり照れ臭そ

うです。  
 

初めて行った「本の分類でビンゴゲーム」  
そろった数だけくじ引きができるので、低学年も  
一生懸命探していました。元に戻すところまでが、

きちんとできていました。  
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すぎの子文庫コーナー  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ビンゴチェックをしてくれたのは、頼もしい

図書委員のみなさんでした。分類がしっかり

と分かるようになったのも子供たちの成長

だと思います。  
 

「すぎの子文庫」は神埼町の方が建てられた私設図書館です。 
本校にはこの図書館から紹介された本を常設展示し、いつでも児童に貸出 
できるようにしています。「文庫」を図書館の中に置くことで管理もでき、 
人気の本を共有したり、購入の参考にしたり、と読み語り団体との連携を 
図っています。本は季節ごとに入れ替えをされています。 

児童が借りたい時には、準備されている紙に名前と借りた日、返した日 
を記入すれば、いつでも貸出ができるようにしていただいています。 
（貸出時間：20 分休みと昼休み時間） 

バーコードではなく、目印となるシールが貼ってあり、低学年の児童も図書館の
本との区別ができています。丁寧に扱うこともできています。 

年度初めにはオリエンテーションをおこなっていただきます。 
また、毎週月曜日の朝の時間は各学級の教室で絵本の読み語りをされます。この

時に読まれた本は次の日に借りに来る児童が多いです。 
他にも、毎年 7 月には 1 年生向けに「入学おめでとう」、3 月には 6 年生向け「卒

業おめでとう」のお話会を行っていただきます。みんな興味しんしんに聞いていま
す。 
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年度初めのすぎの子文庫さんの自己紹介の様子です。 

オリエンテーションでは、大型絵本や手作りのペープサート

など色々な出し物があり毎年楽しみにしています。子供たち

は一瞬で本の世界に入っていきます。 

 
 

 

 

☆ 一定の貸し出し冊数に達した時やおすすめの本読破の時は、「予約券」や「3 冊貸し出し券」等をプ

レゼントし、児童が達成感を持てるようにしました。 

☆ 年度末には、年間貸し出し目標数とおすすめの本の

学年冊数クリアをしたら「仁比山小読書マイスター」

の賞状がもらえます。 

☆ 図書館だよりは、本のぬくもりを感じて 

もらえるよう、「仁比山小ぽっかぽか図書 

館だより」とし、図書委員が考えたキャラ 

クターも登場させています。 

 
 

 
毎年恒例の図書館新聞！ 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
これからも、「本が身近にある」環境というものは、児童の成長へとつながっていくことを願いなが

ら、図書館づくりをしていきたいと思っていま 

本校の図書館は校舎の北側に位置しているので、 

冬こそは寒い環境ではあるが、神埼市内の学校の中 

では唯一１～3 年生の教室の向かい側にあるため、 

児童が大変利用しやすくなっています。 

また、市内の小学校の中では一番の広さであるため、

児童がゆっくりと過ごせて、クラスが重なって入っ

てきても、あまり混雑がありません。  
 

 

 
 

みんなが笑顔の図書館づくり  
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 多久市立東原庠舎西渓校 
                         児童数  215 人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 本に興味をもって、読書の楽しさを伝えよう 

取組期間 令和６年(2024 年)  4 月  1 日 〜 令和６年(2024 年)  11 月  30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 215 人 実施日数 244 日 読書冊数 12684 
冊 

連携した団体数 5 団体 

取組内容（概要） 

１学期   

1 環境整備  

・壁面飾りの作成（傘のモビール・おすすめ本棚・新刊紹介） 

・本棚の配置換え 

・引っ越しに向けて蔵書整理 

2 読書推進活動 

・出張図書館 

・夏休み開館日(夏休み限定しおりのプレゼント) 

・後期図書館引っ越し(7・8 年生・教職員・多久市内司書部会・教育実習生) 

２学期  

・後期 新図書館開館 

読書推進活動 

・後期図書館を５.6 年生も利用対象に加えて本の貸出を開始し、全学年対象に毎週水

曜日を開放・交流日とした。 

・８年生職場体験 

・読書ノートの活用呼びかけ 

・ガチャガチャ作成（100 冊達成・年間目標達成・読書ノートの提出・イベントの景

品） 

・後期生徒目標冊数 30 冊達成で貸出カードのデザイン変更 

・POP コンテスト応募（掲示） 

・読書週間のスタンプラリー(10/29〜11/8) 

・委員会主催の図書館祭り(しおり作り体験・読み聞かせ) 

・コーナー（国スポ・季節におすすめ） 

教職員・団体との連携  

・書店様より見計らい本を借りて教職員に選書してもらった。 
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・他校司書と連携して引っ越し作業 

・多久ロータリークラブからの寄贈・お礼状 

・多久市立図書館よりセット貸出 
 

工夫したこと 

・生活図書委員が主体となる活動のサポート 

・教職員との連携を図るために見計らい本を職員室に置き、意見を取り入れながら選

書を行った。 

・スタンプラリーのカードの途中に２類と 4 類を借りるミッションを与え、特定の分

類を貸出できるように促した。 

・後期図書館の引っ越し作業を生徒自ら行うことで、自分たちの図書館を自分たちの

手で作り上げた。普段手に取らない分類の本を手にする機会にもなり、より親しみ

をもつことができた。 

・図書館だよりを毎月発行し、新刊やイベントの案内を積極的に行った。 
 

取り組んだ感想 

図書館の雰囲気を変えることから始め、季節に応じた壁面飾りなどを作成し、明る

くほっとできる空間づくりを工夫したことで、児童生徒が気軽に足を運ぶ様子が見ら

れるようになった。 

後期図書館が前期図書館の向かい側に移転したことで、授業利用や委員会活動など

についても更に連携を図ることができるようになった。移転後は来館者数・貸出冊数

ともに増加し、児童生徒の身近に図書館があることの大切さを感じた。 

 イベント期間中は委員会の児童生徒が進んで準備や下級生のお世話を行い、学年を

超えた交流ができた。 

 委員会の児童生徒が教職員と一緒に掲示物作りや移転作業を行ってきたことによ

り、図書館への関心を高めることができた。今後も引き続き委員会をはじめ学校や市

立図書館などと協力しながら、児童生徒にもっと利用してもらえる居心地のいい図書

館づくりをしていきたい。 
 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・多久市立図書館による読み聞かせ 

・委員会による読み聞かせ 

・年間目標冊数達成者へ校長から表彰状の授与 
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【取り組み内容】 

１学期 1.環境整備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後期図書館を移設した理由】 

今までの後期図書館は生徒が使用している校舎から一番遠い別の旧校舎にあるため、気軽に立ち寄れる

距離で居場所としても利用できる図書館が必要でした。夏休みの登校日に、後期課程生徒と教職員が一丸

となって約７０００冊もの本を運びました。２学期の開館を目指して、市内他校の司書さんたちにも移動した

本の配架作業に協力していただきました。 

丸く切った画用紙で傘を作りました     完成！風に揺られてキラキラ綺麗    

廊下にたくさん飾ろう！ 

余った画用紙の切れ

端に本のタイトルを書

いて 、背ラ ベルを貼

り、本棚を再現。 

前期の図書館では本棚と本の配置換

えをしました。低学年の児童も本が探

しやすくなりました。 

後期の図書館では引っ越しの準備が着々と進んでいます。 

生活図書委員会で、傘のモビール・おすすめ本棚の掲示を作成 

2.読書推進活動 

毎週水・金曜日は前期の図書館で後期の本を

貸出する『出張図書館』を開催。 

夏休みの開館日では来館した児童

が読書や宿題をするなどして過ごし

ました。 

開館日スタンプカードを配布し、来館

者には夏限定しおりをプレゼント。 

 

本棚の配置換え・引っ越しに向けて蔵書整理 

気になる本は見つ

かるかな？ 
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２学期 読書推進活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

年間目標冊数の達成や読書ノートの提出でガチャガチャに挑戦できます。カプセルの中には、プラス１冊券やしおり引換券などが

入っています。秋の読書週間（10/29～11/9）では秋限定しおりの引換券も登場し、イベントの運営に大いに役立ちました。 

いよいよ新図書館が開館！新しい本棚

からは、木の温もりが感じられます。 

５年生へのオリエンテーションの様子 

２学期からは５・６年生も利用

可能となりました。 

毎週水曜日に全学年の開放

日を設け、異学年の交流の場

としても親しまれています。 

 

生活図書委員による POP 作成 

完成したものはポプラ

社へ応募。得意のイラ

ストやインパクトのあ

る文字でおすすめの

本を紹介しています。 

コピーしたものを文化

発表会で掲示し、全校

生徒や保護者の方々

にも鑑賞していただき

ました。 

制作した手作りガチャは、貸出冊数の達成の意識向上にも繋がりました。 

後期新図書館の開館・イベントの実施 

期間中に２０冊本を借りて、スタンプまたは

シールを集めるルール。途中のマスで指定

された分類の本を借りることで、普段手に

取らないジャンルの貸出を促しました。 

ハロウィンの被り物でイベント達成の記念撮影☆ 

読書ノートにはおすすめの

本がいっぱい！ 
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教職員・団体との連携 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

昼休みの時間を利用して委員会の後期生徒によるしおり作り体験や、5・６・７年生による大型絵本の読み聞かせが行われま

した。後期過程の生徒も久々の読み聞かせを楽しみに参加していました。 

生活図書委員主催の図書館祭り（11/25～11/27・29） 

教職員による見計らい本の選書。新刊の読み物や、授業で

必要な資料などを選びます。 

多久市立図書館より団体貸出。色々なジャンルの本を貸出していた

だくことで、児童生徒の間でどんなことを知りたいのかなどの情報

の共有をしています。 

多久ロータリークラブ様より毎年本を寄贈していただき、委員会でお礼状を作りました。前期は国語の教科書に掲載されている本を、

後期は読書感想文におすすめの本を選びました。 

オリジナルのしおりだと読書が楽しくなるね♪ 『そらまめくんのベッド』を読みました。 

図書館に入れて欲しい本をリストに書いてもらい、

実際に購入しました。 

教職員 

多久市立図書館 多久市役所 

多久ロータリークラブ 

SAGA2024国スポ・全障スポ特集コーナーは多久市

実行委員会のインスタでも紹介していただきました。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀県立鹿島高等学校（赤門学舎・大手門学舎） 
                         生徒数 ６８４人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 本との出会い、知識の海を泳ぐ 
〜本が導く新しい視点と発見〜 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 １日 〜 令和６年(2024 年) １１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ６８４ 人 実施日数 ２４４ 日 読書冊数 3,122 冊 連携した団体数 １ 団体 

取組内容（概要） 

①  季節に合った装飾や楽しい装飾で親しみやすい環境づくり 

②  四季折々のテーマに沿った特集コーナーの設置 

③  映画化・ドラマ化した小説コーナーの設置 

④  校舎のホールに図書コーナーを設け、毎月の新刊のお知らせをする 

⑤  新刊コーナーにおいて、帯と POP を新刊と一緒に展示 

⑥  月 1 回、図書館だよりの発行 

⑦  鹿島市立図書館の図書館だより「みんと」の掲示 

⑧  赤門学舎図書室︓図書委員のカウンター当番、当番日誌へのコメント記入 

⑨  大手門学舎図書室︓３年生を対象に国語の時間に下級生へのおすすめ本の紹介 POP

を作成、ホールへの展示 

⑩  読書月間のイベント 

⑪  クラス読書会の開催 ⑫返却 BOX の設置 ⑬環境美化の徹底 

工夫したこと 

①  春→桜、梅雨→雫、夏→ひまわり、秋→十五夜、晩秋→紅葉・イチョウと、図書室の新刊コー

ナー壁面に飾り付け、季節を感じ取れる空間、明るい雰囲気の空間作りを行った。 

大手門学舎では可愛らしい切り絵の装飾を図書室全体に飾り、明るくて楽しい雰囲気作りを行

った。飾りつけには図書委員も参加。 

②  赤門学舎図書室内の特集コーナーでは下記テーマで本を選書し、ＰＯＰを作成。ペーパークラ

フトなどを飾りつけしながら、日頃目にとめない本にも興味を持ってもらう機会を作った。 

春(4〜５月) 別れと出会いの季節 

心温まる物語と触れ合おう 

梅雨〜夏(6〜9 月) 言葉の雨をあなたの心に 

秋(10〜11 月) ２０２４国スポ︕スポーツの秋︕ 

読書でスポーツを体験しよう 

③  近々に映画化・ドラマ化した小説を紹介するコーナーを作り、POP を作成し、原作にも興味を

持ってもらうようにした。 

④  校舎のホールで生徒の往来が多い場所に図書の告知コーナーを設置。新刊のお知らせを掲示し

ている。新刊の POP を作成し、より興味を持ってもらうよう工夫した。 

⑤  図書室の新刊コーナーにおいて、本についていた帯と、作成した POP を一緒に展示。本の魅力

を伝えるために、小説の内容に合った背景やイラストを選んで POP 作りを工夫した。 
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⑥  赤門学舎と大手門学舎、隔月で交互に図書館だよりを発行。例えば梅雨の季節には雨の様々な

呼び名などを紹介したり、季節に沿ったテーマで知的好奇心が上がるような記事を掲載。また、

教諭や図書委員におすすめの本の紹介文を作成してもらい、掲載。 

⑦  毎月、鹿島市図書館から届く図書館だより「みんと」を渡り廊下の掲示板に掲示。図書室にも

配布用を設置。 

⑧  赤門学舎において、図書委員に昼休みと放課後のカウンター当番を任せ、日誌に感想を記載し

てもらった。本や言葉の話題も多く、司書が毎回コメントを記入し、生徒とのコミュニケーシ

ョンに役立てた。 

⑨  大手門学舎において、夏季休業の前に、国語の時間を利用し、３年生を対象に下級生へのおす

すめの本の POP を作成してもらい、コモンホールにすべてを展示。下級生の読書への興味と

選書に役立てた。 

⑩  10 月 15 日〜11 月 15 日を読書月間とし、この期間に貸出数の多かった生徒を表彰する。赤

門学舎ではポスターを作成し、校舎の各階へ掲示、周知を促す。大手門学舎では、イベントで

しおりプレゼントを実施。司書手作りのしおりを貸出の先着順でプレゼントし、図書室に足を

運んでもらう機会を増やした。 

⑪  クラス読書会では 1 年生・2 年生が学年毎に同じ小説を読み、各クラスの図書委員が司会・板

書を務め、感想の発表・意見交換を行う。生徒主導で進行し、活発な意見交換ができた。 

⑫  赤門学舎は校舎入口の廊下、大手門学舎はコモンホールに返却 BOX を置き、生徒が返却しや

すくなった。図書室をもっと気軽に利用してもらうことにつながっている。 

⑬  閉館時や開館時に、机に消しゴムのカスなど残っていないかチェックし、読書の場・勉強の場

としていつでも快適に利用できるように美化に努めている。紙で作った BOX を机毎に置いて

ごみ入れに使ってもらい、使用されたらすぐに交換している。 

取り組んだ感想 

読書によって、自分の身の回りだけではない様々な世界があることを知り、視野を広げて欲し

い、また、心の支えとなるような、今後の糧となるような言葉と出会ってほしい、という思い

で、生徒が様々な本を手に取ってくれるよう取り組んだ。 

赤門学舎では、季節ごとの特集コーナーにおいて、とくに梅雨の時期に、生徒がよく立ち止ま

って本を手に取り、立ち読みしていた。特集コーナーから借りていく生徒も多く、背表紙を見る

だけでは見逃してしまう本との出会いを提供することができた。新刊の POP もよく読み、参考に

してくれていた。「カウンター当番日誌」には、「もっと借りて欲しい、もっと来て欲しい」とい

う感想も多く、来館者を増やすためのアイディアを生徒と一緒に考えることも必要だと感じた。 

大手門学舎では、装飾を生徒と一緒に飾り付けることによって、図書室への関心も持ってもら

い、キャラクターを見つけることの楽しみと一緒にいろいろなジャンルの本に目をとめてもらう

よう工夫ができた。読書月間では手作りしおりを先着５０名に配布、しおりを選ぶ楽しさもプラ

スして本を借りていく生徒が増えた。コモンホールへの新刊の展示や、３年生の POP の展示によ

って、生徒の興味を引き、図書室に足を運んでくれる生徒が増えた。貸出冊数が昨年より上回っ

た(昨年一人当たり年間 3.49 冊→5.39 冊)。生徒の読書欲を引き出せる工夫ができた。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

◎両学舎間で本を貸し借りできるようにしているが、今後はさらにそれを活かし、それぞれの学

舎で選書している本のタイプが違うので、人気の本やおすすめの本など紹介しあう機会を作る。 

◎赤門学舎図書室︓引き続き、季節ごとに特集コーナーを設置する。 

◎大手門学舎図書室︓図書委員による図書だよりのための記事(おすすめ本の紹介)の作成 

◎教諭（５名ぐらい）のおすすめの本を紹介してもらい、展示する。 

◎図書委員の３年生におすすめの本の POP を作成してもらう。 
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◎大手門学舎：図書館内の装飾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎赤門学舎：四季折々のテーマに沿った特集コーナー、新刊コーナー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              

◎新刊コーナー 

 
 

 
 
 

時期 春(4〜５月) 梅雨〜夏(6〜9 月) 秋(10〜11 月) 

テーマ 別れと出会いの季節 
心温まる物語と触れ合おう 

言葉の雨をあなたの心に ２０２４国スポ！スポーツの秋！ 
読書でスポーツを体験しよう 

選書 
別れと出会い、春の季節を描い
た小説を展示。POP をつける。 

「言葉」をテーマにした本を展
示。古典や詩集、勇気を与えてく
れる言葉集など、色々な言葉との
出会いの機会を増やす。 

国スポに合わせ、スポーツを題材にした
小説やアスリートに関したノンィクショ
ンを展示。POP をつける。周辺地域で開
催される国スポ競技の一覧も掲示。 

春 

梅雨 

秋 

POP を作成し、
帯とともに展示。 

入口 カウンター 

新刊コーナー 

様々なキャラクターの切り絵を館内
の随所に装飾。図書委員が飾り付

け。天井からつるしたり、テーマに
沿った絵柄を飾ったり工夫した。館
内が明るい雰囲気になり、生徒が楽
しんで館内をめぐるようになった。 
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◎両学舎：校舎ホールにおける新刊のお知らせ 

・赤門学舎                             ・大手門学舎  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◎大手門学舎：３年生おすすめ本 POP の掲示 

 

 

 

 

 

 

◎大手門学舎：読書月間のしおり配布 

 

 

 

 

 

 

3 年生が下級生に向けておすすめの本を紹介。
POP を作成し、ホールにて展示。 

生徒に興味を持ってもらうように、 
本の内容を表記し、展示。 

司書手作りのしおり。 
リボン付けなど図書委員も制作に参加。 

大手門学舎では、10 月 15 日〜11 月 15 日
の読書月間において、しおりプレゼントの
イベントを実施。司書手作りのしおりを貸
出の先着５０名に配布。どのしおりがいい
か、選ぶのを楽しみに図書館に来る生徒が
増え、５０名分配り終えた。また、しおり
を通して生徒とのコミュニケーションも増
え、本の話もたくさんできた。生徒に図書
館に足を運んでもらう機会を増やし、貸出
冊数も増やすことができた。 
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◎両学舎：クラス読書会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎両学舎：返却 BOX の設置            ◎季節の飾り付け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

クラス読書会では 1 年生・2 年生が学年毎
に同じ小説を読み、各クラスの図書委員
が司会・板書を務め、感想の発表・意見
交換を行う。生徒主導で進行し、活発な
意見交換ができていた。 

＜赤門学舎＞ 
玄関に設置 

＜大手門学舎＞ 
コモンホールに設置 

ー 62 ー



ー 63 ー



ー 64 ー



ー 65 ー



ー 66 ー



ー 67 ー



ー 68 ー



ー 69 ー



ー 70 ー



ー 71 ー



ー 72 ー



ー 73 ー



ー 74 ー



ー 75 ー



ー 76 ー



ー 77 ー



ー 78 ー



ー 79 ー



令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立 日新小学校 
                         児童数 372 人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 イベントいっぱい︕ 図書館に行こう︕ 

取組期間 令和６年(2024 年) 4 月 8 日 〜 令和６年(2024 年) 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 372 人 実施日数 237 日 読書冊数 29,118 
冊 

連携した団体数 ２ 団体 

取組内容（概要） 

図書委員、司書、司書補助、司書教諭を中心とした体制の下、年間計画に沿って多様

な読書活動を継続して行っている。 

①読書カードを使った貸出し記録  

②年間目標貸出数達成者の掲示 

③読書ビンゴ＆佐賀弁クイズ 

④年2回の図書館まつり 

⑤1 日体験図書委員 

⑥読み聞かせ体験 

⑦季節展示による読書推進と情報発信 

⑧市立図書館やボランティアとの連携 

工夫したこと 

①カードを見れば自分が今までに何冊借りたのか一目でわかる。いくつか目標冊数を 

設けており、達成すれば「プラス1冊券」「フリーパス券」「しおり」などのプレゼ 

ントがもらえ、目標達成への意欲にも繋がっている。 
 

②1・2年生100冊、3・4年生90冊、5・6年生80冊の年間目標を達成した児童の名前

を書いた星を掲示。その後も200、300冊以上と段階的に星の色を変えることで、

さらなる読書意欲を高める工夫をしている。(毎週金曜に司書補助により更新) 
 

③ビンゴカードには「担任の先生が好きな本」「家族に読んであげたい本」（以下に 

詳細）「動物の本」「乗り物の本」など様々なテーマが書かれており、借りたらス 

タンプを押す。列が揃ったら「佐賀弁クイズ」に挑戦。日頃使い慣れていない佐賀 

弁に苦慮しながらも、先生方に質問する姿が見られた。（開催期間1ヶ月） 

「家族に読んであげたい本」 

自宅で児童が家族に読み聞かせをした後、家族から感想を書いてもらい図書館だよ

りで紹介した。たくさんの温かいコメントを書いていただき、家読
うちどく

推進にもつなが

っている。 
 

④図書委員主体で様々な担当を分担して取り組ませる。事前におまつりのしおりを全校

に配布し、開催中はイベント内容を図書委員が毎日給食時間に放送。終了後もしばら
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く作品を展示することで児童が図書館に足を運ぶきっかけにもなった。 

（以下開催内容 各 1 週間開催） 

6 月…しおり作り・イラストコンテスト・ピョンピョンかえる作り・図書館クイズ 

11 月…イラストコンテスト・本ビンゴ・どんぐりトトロ作り・折り紙でどんぐり 

作り・4 コマまんが・コラボ給食３日間 
 

⑤希望する児童に図書委員の仕事を体験してもらう。図書委員が受付や本の整理の仕

方を指導。低学年の参加者が多く、楽しんで参加する姿が見られ、図書委員活動の

理解にも繋がっている。 
 

⑥参加希望の児童には 10 分程度で読める本を図書館や自宅で選んでもらい、学校や自

宅で練習をするよう指導。多くの児童の前でも落ち着いて読み聞かせができる児童が

多かった。 
 

⑦・館内だけでなく図書館前の廊下や靴箱の上でもおすすめの本を紹介。 

・長崎の修学旅行の後、6 年生が制作した SDGs⑯「平和と公正をすべての人に」の

パンフレットを戦争の本コーナーで紹介。 

・新しく入った本は 1 冊ずつ写真付きでポスターを作成し、紹介文を添えて掲示。 

・イベント時の写真をふんだんに掲載した図書館だよりや、職員と図書委員からのお

すすめの本を顔写真付きで掲示するなど、目で見ても楽しめる工夫を行っている。 

・今年は教科書が変わったため全学年の国語の教科書（〇年生の本だな）に掲載され

ている本を購入し、教科書コーナーを新設。 

・図書館で行う展示やイベントはたくさんの児童に足を運んでもらうため、図書館だ

よりや給食時間の放送で全校に周知。 

・毎月各クラスの貸出実績を担任と管理職に報告し、情報を共有している。 
 

⑧本校に無い本や、調べ学習で使用する本を市立図書館から随時借りることができる

ため、職員や児童からのリクエストに素早く対応できる。また、保護者や地域の方

で構成されたボランティアによる読み語りを、年 13 回全クラス朝の時間に実施。 

取り組んだ感想 

今年度は学年別に無理のない年間目標冊数を職員で検討・設定した。そのため図書の

時間を活用したり担任が勧めたりすることで、児童の来館数が増えた。職員全体で図

書館教育に取り組んだことで、児童の読書意欲をさらに向上させる成果が得られてい

る。「図書館で何か楽しいことやっているな。行ってみようかな」と思ってもらうため

様々なイベントを毎年継続して開催している。図書委員と司書だけでなく先生方にも

協力いただき、楽しくイベントに参加する児童を見ることができている。今後の課題

としては、借りる本の質には個人差があるため、個々に合ったジャンルの本を手に取

ってもらえるような取り組みをしていきたい。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・12月 先生方によるクリスマスおはなし会 

・12月 図書委員による折り紙教室「サンタクロースを作ろう」 

・ 1月 図書委員によるイベント（昨年は「十二支のはじまり」の劇） 

・ 1月 お正月イベント「おみくじ＆絵馬を書こう」 

・ 2月 図書館キャラクター＆プラス１さつ券デザインコンテスト 

・ 2月 節分イベント「本を借りて鬼とジャンケン︕勝ったらプラス券ゲット︕」 

・ 3 月 校長より年間多読児童の表彰 
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① 読書カードを使った貸出し記録 
 

1 年生は借りた冊数分図書委員がスタンプを 

押す。2〜6 年生は借りた本の題名を自分で 

記入。目標冊数に応じてプレゼントがもらえ 

る。 

② 年間目標貸出数達成者の掲示 
 

毎年、夏休み明けから掲示開始。階段踊り場 

に掲示しているため目につきやすく、自分の 

名前が掲示されることで特別感を味わうこ 

とができる。 

③ 読書ビンゴ＆佐賀弁クイズ 

 

1・2・3 年生用と 4・5・6 年生用のビンゴ 

カードがあり、お題の本を借りるとスタンプ 

がもらえる。その中に「家族に読んであげた 

い本」があり、家族から感想を書いてもらい 

図書館だよりで紹介した。スタンプが３列揃 

うと佐賀弁クイズに挑戦できる。ビンゴゲー 

ム同様ゲーム感覚で本に親しむことができ 

る。 

④ 年２回の図書館まつり 

 

楽しみながら本に親しんでもらうための

イベント。工作やクイズが人気。毎年多

くの児童が参加するため図工室で開催。

司会進行や作り方の指導も図書委員が行

う。全てのイベントに参加してしおりに

スタンプをもらうと、図書委員特製の特

別プラス券がもらえる。毎年給食室に協

力いただきコラボ給食を実施している。

使用した本は料理が出てくるページを拡

大コピーして展示したり、家庭でも家族

と作れるようにレシピを紹介したりして

いる。 
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⑤ 1 日体験図書委員 

 

昼休みに図書委員と一緒に仕事を体験する。 

貸出し受付けだけでなく、返却された本を 

本棚に戻す作業をすることで返却の仕方を 

理解することができる。「5 年生になったら 

図書委員になりたい」と言ってくれる児童も 

いて、毎年人気のイベントになっている。 

⑥ 読み聞かせ体験 

 

本は一人でも友達と一緒に読んでもよい。

2 年目の試みで毎回参加してくれる児童

もいる。休み時間に何度も練習をしている

姿が見られた。そのため、本番は多くの児

童や職員の前でも落ち着いて読むことが

できた。 

⑦ 季節展示による読書推進と情報発信 
 

〜心掛けていること〜 

・四季を感じられる雰囲気作り。 

・季節や時事に応じた変化のある展示。 

・入り口ドアは全開にしておき、児童も職

員も入りやすくしている。 
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⑧ 読み語りボランティアとの連携 
 

読み手が足りない時は職員や司書補助が入

る。絵が見えやすいように電子黒板を使用

する場合もある。 

【今後の取り組み予定】 
 

・12 月 先生方による「クリスマスおはな

し会」（４日間） 

先生の名前をふせた招待状兼スタンプカー

ドを全校に配布。スタンプが全部たまれば

図書委員手作りのサンタの折り紙をプレゼ

ント。司会進行は図書委員。 

昨年の様子 

・12 月 図書委員による折り紙教室 

「サンタクロースを作ろう」 

 

事前に図書委員が作り方を覚え、当日折

り方を指導する。 

・ 1 月 図書委員によるイベント 

昨年は図書委員の発案で「十二支の

はじまり」の劇を開催。 
 

セリフの読み合わせや動き方の確認など

自主的に何度も練習をする様子が見られ

た。130 名ほどの児童と職員が観に来てく

れた中、本番は少し緊張した様子だったが

練習の成果を発揮してスムーズに発表で

きた。その後、十二支関連の本を展示した

らたくさんの児童が借りに来てくれた。 

・ 1 月 お正月イベント 

「おみくじ＆絵馬を書こう」 
 

・ 2 月 図書館キャラクター＆プラス１

さつ券デザインコンテスト 
 

・ 2 月 節分イベント 

    「本を借りて鬼とジャンケン︕

勝ったらプラス券ゲット︕」 
 

・ 3 月 校長より年間多読児童の表彰 
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1 
 

令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 

学校名 佐賀県立高志館高等学校 
                      生徒数 ２５０   人  

 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 図書館スタッフと図書委員でつくる「足を運びたくなる図書館」 

取組期間 令和６年(2024 年)５月１日 〜 令和６年(2024 年)年１１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ２６ 人 実施日数 １４３ 日 読書冊数 ２０ 冊 連携した団体数 １ 団体 

取組内容（概要） 

【宣言目標設定の理由】 

本校生徒の読書離れ・図書館離れは著しく、昨年度の一人あたりの貸出冊数は 2.8

冊であった。まずは、「図書館に行こう」と思えるような仕掛けを作ることが重要であ

ると考え、下記のような取組を行った。 

【取組の概要】 

１、委員会活動の活性化 

① 図書委員の月当番制 

② 来館者クラスマッチ 

③ 本探しイベント 

④ ウエルカムボード作成 

⑤ 七夕飾り準備 

⑥ 夏季休業中の図書館整備 

⑦ 他校の図書館見学（代表生徒１名） 

⑧ 文化祭での出展「ミニ図書館」 

２、教科との連携 

① 川柳、新聞など生徒作品の展示、コンテスト開催 

② 国語辞書、古典辞書の貸出 

③ 教科からのリクエスト書籍購入 

３、居場所づくり 

① 行きたいときに開いている図書館･･･スタッフの連携による開館時間の確保 

② 娯楽道具でも楽しめる図書館･･･コミック・絵本コーナー、オセロ、将棋、 

囲碁、論語かるた、百人一首かるたの常設 

＊閲覧席から離れたところに長椅子を置き、くつろげるスペースを作った。 

４、広報活動 

上記１〜３の取組を「図書館だより」や学校インスタグラムで紹介し、PR にも力を

入れた。 
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工夫したこと 

１、委員会活動の活性化 

① 図書委員の月当番制 

初の試みとして、水曜昼休み限定ではあるが、カウンター当番制を採用した。 

② 来館者クラスマッチ 

  授業以外で図書館に訪れた際に、来館者本人が広用紙にシールを貼るように 

した。広用紙を目につく場所に置き、スタッフが声を掛けた。 

③ 本探しイベント 

  図書委員のアイディアで、三つのヒントから特定の本を探し出すというゲーム 

を行った。正解の本を借りた生徒にはちょっとしたプレゼントを準備した。 

④ ウエルカムボード作成 

  図書委員がウエルカムボードを描き、季節感のある図書館入口とした。 

⑤ 七夕飾り準備 

  来館者が願い事を書けるよう短冊を準備した。 

⑥ 夏季休業中の図書館整備 

  図書委員の年間業務の一つとして長期休業中の館内整備を行うこととした。

本棚の本を取り出して奥まで拭き上げ館内の美化を図った。 

⑦ 他校の図書館見学（代表生徒１名） 

  他の高等学校の図書館を訪問し、選書や POP、館内装飾などの参考とした。

コミックをはじめとした寄贈本が多く、見やすくレイアウトされていた。 

⑧ 文化祭での出展「ミニ図書館」 

   生徒のアイディアから以下の企画を行った。 

・しおり作りのワークショップ     ・絵本の世界 

 ・ブックリサイクル（除籍本、雑誌のバックナンバー、職員からの提供） 

 ・図書委員おすすめ本の紹介、閲覧コーナー 

２、教科との連携 

館内に国語科作品を掲示して授業で図書館を活用してもらうとともに、コンテ

ストの投票箱を設置して休み時間も生徒が投票できるようにした。また、各教科

に関連する図書について、各部署に確認し授業に役立てる選書を目指した。 

取り組んだ感想 

カウンター当番の時間を活用し、図書委員とスタッフとでイベント内容を考えたり

作業を進めたりすることもできた。来館者クラスマッチは、当初スタッフから声をか

けていたが、次第にシールを貼るのを楽しむ様子が見られるようになった。 

これらの取組の成果が見られ、貸出数は前年度同時期の２倍以上となっている。た

だ、一人で 300 冊以上借りている１年生がいるので単純比較はできない。今後は、図

書館利用者の幅を広げるべく、生徒・職員の要望に応える選書や配架の工夫などに、

一層力を入れて「足を運びたくなる図書館」をつくっていきたい。 

今後の取組予定  
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３ 月） 

○クラス読書会･･１２月に実施。クラス図書委員が進行。ビブリオバトルを参考にし

た形式で行い、本への興味を喚起する。 

○来館者クラスマッチ･･･１２月に経過報告を行い、1 月中旬に結果発表及び表彰。 

○クリスマスや正月、バレンタインデーなどの季節行事に関連したコーナーの設置や

イベントの実施。 
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 貸出数の前年度比  

 

② 来館者クラスマッチ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

８月５日 

授業以外で図書館に来たらシールを 1 枚貼る。 

（1 日 1 回だけ） 

11 月 13 日 
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4 
 

③ 本探しイベント       ④ ウエルカムボード  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑤ 七夕飾り    ⑥ 図書館整備      ⑦ 他校見学  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 広報活動  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「図書館だより」や学校インスタグラムで 

取組を紹介する。 
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5 
 

⑧ 文化祭「ミニ図書館」  
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 有田町立有田中部小学校 
                        児童数  463 人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 咲かせよう、読書の花︕ 
〜見つけようお気に入りの１冊〜 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月１５日 〜 令和６年(2024 年)  年 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 463 
人 

実施日数 230 
日

読書 

冊数 
33506 

冊 
連携した団体数 ２

団体 

取組内容（概要） 

①読書桜 

②読書ノートの活用 

➂「ドリーム」さん（保護者の方を中心としたグループ）による読み聞かせ 

④図書祭り（６月・１１月） 

⑤学級文庫や調べ学習図書の積極的な貸し出し 

⑥教職員への希望図書アンケート 

工夫したこと 

【①読書桜】 

 4 月、図書室に読書桜を設置しました。学年ごとに桜が咲く基準（貸出冊数）を設

定し、3 月に満開の桜が咲くことをゴールにしました。各学年の貸出冊数が桜として

表され、桜が咲くにつれ「花が咲いてきたね。」などと児童の声も聞かれるようになり

ました。 

 「読書桜」は図書室を鮮やかにするとともに児童一人一人の心にも読書を通して桜

が咲いてほしいという思いで始めました。次の学年に心に咲いた多くの桜をもってい

ってほしいと願っています。 

【②読書ノートの活用】 

 アジサイ図書祭り（6 月）に合わせて、県から配布された読書ノートを配布しまし

た。読書ノートチャレンジとして、全校で取り組み、読書ノートを書き終えた児童に

は、賞状としおり、プラス１冊券を渡しました。1 年生は、文章で書くことが難しい

ため、本を読んだらシールを貼るようにしました。 

【③「ドリーム」さんによる読み聞かせ】 

 読み聞かせグループ「ドリーム」さんが、月に 1 回程度クラスごとに読み聞かせを

行ってくださいました。児童の発達段階に応じた本を選んで、読み聞かせをしてくだ

さいました。昔話、民話、季節の本など児童のことを考え様々なジャンルの本の読み

聞かせを聞くことができました。児童も毎回どんな本を読んでくださるのか楽しみに

待っていました。 
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【④図書祭り（６月・１１月）】 

 毎年、年に 2 回の図書祭りを実施しています。図書委員会の児童が協力して図書祭

りの計画、準備、運営を行いました。くじ、本探し、しおり作り、わなげ、読み聞か

せなどのイベントを行いました。日によってイベントに参加できる学年を分け、学年

に応じた取り組みになるよう計画を立てました。図書祭り期間中は多くの児童が図書

室を訪れ、たくさんの本を借りていました。特に、借りた本の冊数に応じて挑戦でき

るくじ引きは毎回人気で、読書への意欲が高まるきっかけとなりました。くじの景品

では、次回から使える「プラス１冊券」が人気で、図書祭りが終わった後も図書室へ

足を運びたくなるような工夫をしています。 

【⑤学級文庫や調べ学習図書の積極的な貸し出し】 

 学級文庫用に学年に応じた本を図書室から貸し出しています。朝の時間に読書タイ

ムがあるので、学級文庫の本を読んでいます。先生方に必要な本の冊数とどのような

本がよいかのアンケートを取り、貸し出しをしています。年に 3 回の入れ替えを行

い、たくさんの本に触れる機会を作っています。読んだことのない分類の本も読んで

ほしいため、普段借りないような本も入れるようにしています。 

 各学年の学習内容（平和学習、総合的な学習の時間の調べ学習、国語科説明文や物

語文の並行読書）に合わせて、学習用図書の貸し出しを積極的に行っています。各学

級への貸し出しには冊数も必要になってくるため、図書室にない場合は町立図書館と

連携をして準備しました。 

【⑥教員の希望図書アンケート】 

 各クラスの担任の先生に希望図書のアンケートを取りました。各教科に活用できる

図書を用意することができました。 

取り組んだ感想 

 ２回開催した図書祭りでは、普段図書室へと足が向かない児童も、意欲的に本を借

りに行く機会となってよかったです。また、読書桜や読書ノートの取り組みでは、継

続的に読書へと向かう手立てとなりました。貸出冊数も昨年より約５千冊増えていた

ので、今後もたくさんの本と出会ってほしいです。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

昨年度から継続的に取り組みを行っていることによって、読書に親しむ児童が増え

てきました。現段階での貸出冊数も昨年より増え、児童が本に触れる機会が多くなっ

ていると考えます。今後は、学年末に向けて、読書冊数を個人にフィードバックした

り、多読賞で讃えたりして、次年度の意欲へとつなげていきたいと考えています。 

また、「見つけようお気に入りの１冊」がテーマなので、見つけたお気に入りを共有し

ていく取り組みもしてみたいです。 
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読書桜～心に満開の桜を～ 
 

ぱっと見て全校の貸

し出し冊数が把握

できるので、学級担

任の先生が児童へ

の促しを意識するき

っかけにもなりまし

た。 

 
 
 
   

４月から読書桜の木を図書室に掲示し、スタートした「読書桜」。読書を通して、豊かな心を育

んでほしい。目に見える形で満開にしたいのはもちろんのこと、なにより児童一人ひとりの心に読

書桜を満開にしたいという思いで始めました。一人ひとり桜の咲かせ方はさまざまです。一冊の本

と長い時間向き合い咲かせる子、出会ったことのない本との出会いから咲かせる子、友達からのお

すすめでの出会いから咲かせる子、どの咲かせ方も素敵です。 

 「読書桜」は図書室の出入り口に設置してあります。図書室から出た子は借りた本との素敵な出

会いにわくわくし、図書室へ入るときには次の本への期待と読んだ本への感謝を持ってほしいとい

う思いがあり、設置場所を決めました。学年ごとに桜の木を用意し、それぞれの桜を咲かせるよう

にしました。１１月末時点でもきれいな読書桜が咲いていますが、ゴールは３月末の満開の読書桜

です。６年生は心に満開の桜を咲かせ、中学校に。１～５年生は心に満開の桜を咲かせ、次の学年

へ。本との出会い・読書が人生の１ページに刻まれることを信じて…。 

 「読書桜」への児童の声も聞こえるようになりました。「たくさん咲いたね。」「もっと咲かせた

い。」「３月にはもっと増えてるよね。」その声は目に見えている読書桜について言っているのかも

しれませんが、児童の心にも同じように読書桜が咲いていると感じます。 

 

４月の読書桜（植えた当初）               読書桜が咲いてきました！ 

 

                                           

                                          

 

 

 

 

 

 

     

 

きれいな読書桜（３月の満開の読書桜に期待） 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

貸し出しカウンターの正

面にあるため、子ども達

も自然と目が行き、「たく

さん咲いてきたね。」「〇

年生はたくさん本を読ん

でいるんだね。」「もっと

咲かせたいね。」と呟き、

意識している様子が伺え

ました。 
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くじ引き 

読書ノート 

月に 1 回   ノートが配られると早速子どもたちは意欲的 

      に記録をしていました。１ページ１ページ埋ま 

   っていく達成感もあり、面白い本に出会うと、「先 

生、この本読書ノートに書くね！」と嬉しそうな 

顔が見られました。言葉で表現するのが難しい１ 

年生は絵を描いて感想を伝えようとする姿も見 

られました。 

                
 

                          

 

                        

 
                          

 

 

 

 

                  月に 1 回程度朝の時間に、クラスごとに読み聞かせに

来てくださいます。昔話、民話、季節に関係する本、外国

の本などさまざまなジャンルの本を児童の発達段階に合

わせて選び、読み聞かせを行ってくださいます。 

                 読み聞かせを聞いて、その場で感想を伝えあうクラスもあ

りました。 

 

 

 
    

６月と 1１月に図書祭りを開催しました。 

図書委員会の子どもたちが、どんなイベントを開催するとたくさんの 

人が集まってくるか・本に親しむきっかけになるか考えながら企画しま 

した。本探しやしおり作りなど学年ごとにイベントに参加できる日を決 

め、学年に応じた内容を考えていました。特に「くじ」は大人気で、 
景品のプラス１冊券を狙ってたくさんの児童が本を借りて挑戦しま 

した。プラス１冊券によって、図書祭りが終わった後も図書室に足を運ぶ 

児童が増えました。 

 
 
 
 

 

読書ノートで継続を‼ 

アジサイ・コスモス図書祭り 

達成した人には… 

ミニ賞状 

プラス 1 冊券（3 枚） 

オリジナルしおり 

「ドリーム」さんによる読み聞かせ 

【イベント内容】 

・本探し       ・まちがい探し 

・くじ引き      ・読み聞かせ 

・わなげ       ・しおり作り    など 

 

「ドリーム」

さんの 
読み聞かせ 
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しおり作り 

 
                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 いろいろな事情で、通常の本では読書が難しい児童もいます。そんな児童もお話に触れることが

できるようにマルチメディアＤＩＳＹ図書「わいわい文庫」を活用しました。各クラスの電子黒板

から絵本の読み聞かせを楽しめるようになっています。読者のニーズに合わせて、文字の大きさや

読み上げるスピードも変更することができます。クラスで楽しむことも、個人で楽しむこともでき

ました。図書室では、図書祭りのイベント「読み聞かせ」で活用をしました。まだ、使い始めたば

かりですので、各担任の先生方へ周知を図ったり、図書室でもいろいろな使い方ができないか創意

工夫をしたりしていきたいと考えています。 

 

自分の好きな

絵を描き、し

おりにしてい

ます。 

何を描こうか

な？ 

わなげのイベントは大人気でした。高

得点の児童を放送で発表したり、賞品

をプレゼントしたりして、盛り上がり

ました。 

図書祭り期間中は図書室利

用者が普段の 2～3 倍！ 

たくさんのイベントで盛り

上がりました。 

わいわい文庫の活用 

まちがい探し 
学年ごとに問題を変えて、楽しめ

るように工夫しています。参加者

にはプラス１冊券のプレゼントが

あり、また本を借りに来るきっか

けとなります。 

 

昨年度より、貸出冊数約５０００冊増加！ 

わなげ 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 三根西小学校           児童数 194   人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 学年別目標達成を目指して 

取組期間 令和６年(2024 年) 4 月 22 日 〜令和６年(2024 年)  6 年 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 194 人 実施日数 233 日 読書冊数 13420 冊 連携した団体数 ２ 団体 

取組内容（概要） 

先生おすすめの本の紹介 本の展示 先生おすすめの本の福袋   

（校長先生おすすめの本）本の展示 図書館おみくじ   1 日図書委員   

読み聞かせで読まれた本の紹介 展示 雨の日キャンペーン   

季節の掲示 ろうか掲示 コラボ給食 スタンプラリー  

工夫したこと 

児童が図書館に興味をもてるよう図書館おみくじを設置した。「毎月テーマ展示や季節

の飾りつけを実施。校長先生や先生方のおすすめの本を低学年・高学年ごとに紹介し

てもらい、1 冊ずつ本の福袋にいれて貸し出す。通常２冊貸し出しを、雨の日は３冊

貸し出しにする。 

取り組んだ感想 

図書館おみくじは、どの学年の子供たちにも人気であり、図書館に来る回数が、増え

た。雨の日キャンペーンも好評で、児童がとても喜んだ。先生おすすめの本に興味を

もち、先生おすすめの本の福袋も設置するとすぐなるくらい盛況だった。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

継続して、先生おすすめの本の福袋、雨の日キャンペーン、校長先生おすすめの本を

続ける。保護者の方にもおすすめの本を紹介してもらい、本を展示する予定。また、

今後お昼の放送時間に級外の先生によキャンペーンンや読み聞かせ、司書による新刊

案内などに取り組む。 
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【       取 組 】 

① 環境整備 

 ご  廊下  内掲示 掲示 変え 、 

 ご  テーマ   展示  い  。 

（  ょか    じ） 

   じ １ １回 休 時間 ど ひける う  

  い  。   じ ８つ 色で、占える   

 じ 人気コーナー  っ い  。 

【      ３０選】  

各  ３０         選 で、コーナー 作  

オリエンテーション時 用紙 配布  い  。達成  

 ら、    プレゼント券 渡  い  。 

町立          ３０   連携  い 、 

達成  児童  、      通じ 町立   へ 

報告 、   からプレゼント  らえ  。 

【町立     連携】 

「 うち  ょか 」 宣伝で、１ 期から、 うち  ょか  

コーナー 設置  い    、町立      借  い 

児童 多数い  で、貸 出 用     。プラス１  

借 る   できる で、人気 コーナー  っ い  。 

 

     箱ご 貸 出 

   らっ い   
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②  先生       

先生方        紹介   らい、廊下掲示 、    コーナー 作っ 貸 出

    。２ 期 、１ 生から３ 生用 、４ 生から６ 生用 １ ずつ紹介   

らい、１～３ 生用 ４～６ 生用 １ ずつ  福袋   貸 出    。（ じ券

 入れ 、当   出 ら、プラス貸 出 券 プレゼント    。） 

 

 

 

 

 

③     つ  

 2 回開催  い  。１ 期 、分類ビンゴ 、  委員  る１・２ 生へ 読 聞

かせ、２ 期 、オリジナル   コンクール スタンプカード、   クイズ 行い 

  。ビンゴ、スタンプカード 達成  児童 、ガチャガチャ でき  。景品  、

１   委員体験券や、  付録や  カバー エコバック ど 用意  、子供 ち 

好評で  。 

 

 

 

 

 

 

 
 じ引き用 ガチャガチャ

 、６ 前職員 作成 

 じ 景品 、 エコバック

や、  付録・１   委員

体験券 ど用意    。 

  委員体験券で、体験中

 ４ 生。体験券 、３ 

生以上 限     。 

      紹介（廊下掲示） 本の福袋（今年度１番の人気イベント） 
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④  読 聞かせボランティア  ひさ 会  連携 

今 度 、１ 期４回 ２ 期７回 ３ 期４回 計１５回実施予 で 。 

金曜  始業前１０分程度 読 聞かせ 、全部    行っ  らっ  

い  。メンバー 、足  い き 、司  応援メンバー     。 

     、 規模 で  、ボランティア メンバー １０名ほど在籍 

され   、全   読 聞かせ 実施 る   でき い  。読 聞 

かせノート 、毎回先生方 回覧  い  。読 れる  、      

から 借   らい、紹介   らえ い  。 

 

 

 

 

 

   

（朝 読 聞かせ 様子） 

⑤   各   努力目標達成数 １１ ３０  で 達成者数  

   

 

 

   

   目標 数  児童数 達成者数 
１・２  １２０ ５９ 名  ２0 名 

３・４  １００ ６４名   4 名 
５・６   ８０ ６１名   0 名 

 

   目標 数  児童数 達成者数 
１・２  １２０ ７３名  １１名 
３・４  １００ ５６名  １５名 
５・６   ８０ ６５名   2 名 

読 聞かせで紹介され   

「  け ケーキ屋さ 」 

絵  、特 児童 心   

 絵 だっ  で、 長先生

  、紹介   長先生  

      1      紹

介  展示    。児童 

  借  い  。 

R5  度  R６ 度  

 今 度 、３・４ 生 児童     借 

 き  れ い  。先生       福

袋効果 高いで 。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 太良町立大浦中学校 
                         生徒数 ６６ 人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 本をたくさん読んで、知識や想像力を豊かにしよう。 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 ８日 〜 令和６年(2024 年) １１月 ３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ６６ 
人

実施日数 ２３７ 
日

読書冊数 
２８

００ 冊 
連携した団体数 ０

団体 

取組内容（概要） 

【おすすめの本紹介】 

・おすすめしたい本を生徒や教員に書かせ、図書室前の掲示板に掲示。 

【図書館祭り】 

・本集めクイズ／本パズル／図書ビンゴ 

【本の川柳】 

・本についての川柳を生徒に書かせ、文化学習発表会時に掲示。 

【昼休み終了前の読書タイム】 

・SDGｓ「質の高い教育をみんなに」に貢献するために、月・水・金の 5 分間読書を

行っている。 

【読み聞かせ】 

・各学期１回行う。人権擁護委員さんによる人権作文の読み聞かせや地域のボランテ

ィアによる絵本の読み聞かせを行った。 

工夫したこと 

図書室に来てほしいという呼びかけだけではなく、読書タイムを取り入れ、掲示物を

生徒の作品にすることによって、生徒が自分で本を探して読みたくなるような取り組

みを目指した。 

取り組んだ感想 

生徒は図書館祭りの企画に楽しそうに取り組んでいた。本を読むことが苦手だと感じ

ている生徒が図書室に足を運ぶ機会づくりとして、様々な取り組みを行ったことは、

非常に効果的だったと思う。また、教職員だけでこのような取り組みを行うのではな

く、生徒会の図書委員長を中心に、企画・運営をさせたことで、生徒主体の図書館教

育ができたと感じる。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

読書タイムは継続して行う。 

読み聞かせを２月に予定している。 
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【太良町立大浦中学校】取り組み内容資料 

〇生徒・教員のおすすめの本紹介用紙の掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇廃棄本のリサイクル 
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〇太良町に関する本のコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

〇新刊リクエスト 

 

 

 

 

 

 

〇国スポ２０２４コーナー 

＋ 

スポーツコーナー 

〇新着図書紹介コーナー 

〇SDGｓに関するコーナー 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立若楠小学校 
                         児童数 ３０５人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 たくさんの本に出会って、読書の幅を広げよう︕ 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 ８日 〜 令和６年(2024 年)  １１月 ２９日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ３０５ 人 実施日数 236 日  読書冊数 ３ ３ ,９ ３ ８  冊 
連携した団体数 １ 団体 

取組内容（概要） 

①日常的な読書活動の推進 

・読書記録カード  ・多読賞  ・ラッキーブック  

②児童主体の委員会活動 年 2 回の図書館祭り 

③本とつながるきっかけを作る取り組み 

・地域・保護者ボランティア「ゴジラの会」  ・図書館便り 

・コラボ給食（本に出てくる料理を給食に）     

工夫したこと 

①日常的な読書活動の推進 

・読書記録カード 

全校児童に配布している「わたしの読書記録カード」には、目標冊数を

記録し、ブックチャレンジの本３０冊と分類の表、おすすめの本の紹介の

欄を設け、カードをいつもブックバッグに入れて持ち歩けるようにしてい

る。ブックチャレンジは学年ごとに教科書に載っている本や、司書のおす

すめの本などを載せている。取り組む中で今まで興味のなかった本にも出

会い、読書の幅を広げている。  
本の貸し出し冊数は、通知表「はげみの記録」にも載せ、家庭との連携

を図っている。  
・多読賞 

貸し出し冊数が 100 冊増える毎に「貸し出し券」を発行する。また、図

書室前の廊下に「読書の木」スペースを設け、読書数が増える毎にミカン

の形をした紙を貼ることができるようにしている。たくさん本を読むと、

ミカンの形の紙をたくさん貼ることができる。100 冊毎にミカンの実の色

を緑→黄色→オレンジと変えて、児童の多読に対する意欲を高める取り組

みを行っている。  
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・ラッキーブック 

児童が多様な分類の本に親しむことができるようにするために、それぞれの月で「ラッ

キーブック」を指定している。例えば、１月のラッキーブックが「１類の本」とすると、

通常であれば児童が一度に借りることができる冊数は２冊であるが、ラッキーブックを借

りるのであれば２冊に加えてもう１冊借りることができる。ラッキーブックとなる本の分

類は毎月変わるため、児童は多様な分類の本を読む機会を得ることができると考える。  
②児童主体の委員会活動 年 2 回の図書館祭り  

図書委員会が企画し、６月に「あじさいまつり」、11 月に「もみじまつり」を開催してい

る。この期間は毎日、本を５冊借りることができるほか、図書館への関心や読書意欲を高

めるため、図書委員会による様々なイベントを計画・実施している。  
   ・昼休みのイベント（図書館クイズ大会、本の神経衰弱、ビンゴ大会、クイズ大会、本かるた大会など）  

・「ゴジラの会」による読み聞かせ  

・常設イベント（宝くじ、スタンプラリーなど）各イベントの参加者や入賞者には、貸し出し券等の賞品を渡  

したり、図書館に足を運ぶようアナウンスしたりしている。  

③本とつながるきっかけを作る取り組み 

・地域・保護者ボランティア「ゴジラの会」 

「ゴジラの会」の方には毎年読書活動で協力していただいている。各クラス学期に 1
回程度水曜日の朝の時間に各クラスで本の読み聞かせや素話をしていただいている。  

年 2 回の図書館祭りでは、昼休みにすくすくホールにて、パネルシアターや大型絵本

の読み聞かせなどを行っていただき、毎回たくさんの子どもが集まり、楽しんでいる。 
・図書館便り 

児童や保護者が、学校図書館について理解と関心を高めることができるように、毎月

発行している。本の借り方や返し方、新着図書の紹介、多読賞を達成した児童の紹介、

図書館まつりのお知らせ等を掲載している。  
・コラボ給食・・・本に出てくる料理を給食に 

6 月 24 日～28 日と 11 月 18 日～22 日に、食への興味関心をもってもらうために、図

書館にある本の中から出てくる料理を再現し、給食で提供した。給食時間に本の画像と

共に紹介した。また、紹介した本を特設コーナーに提示し、児童が手に取って見られる

ようにすることで、料理が出てくる他の本にも関心を広げたり、そのシリーズの本に目

を向けたりできるようにした。   

取り組んだ感想 

本校では、まずは本に興味をもち、自ら手に取って読むという習慣をど

の児童にも身に付けてほしいという願いから、以上のような取り組みを行

っている。その結果、貸し出し冊数は増加傾向にある。一方で、読書量に

は個人差があるため、読書量の少ない児童を図書館に誘うための手立てが

必要だと思われる。今後も、さらに図書館祭りなどのイベントを充実さ

せ、図書館に足を運んでもらい、児童の読書の幅を広げていきたい。 

今後の取組予定  
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３ 月） 

 引き続き、季節の行事や学校行事に関係のある本などを適宜紹介していく。また、

図書委員の児童が交代するので、活動を振り返って次年度につながるような改善策を

話し合ったり、仕事を引き継いだりして、児童の意識を高めていく。 
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〇資料 
①日常的な読書活動の推進 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
②児童主体の委員会活動（図書館祭り） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③本とつながるきっかけを作る取り組み（季節の本の紹介・コラボ給食） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【多読賞は校長先生からの表彰】 【図書館廊下の掲示】 【「 ラ ッ キ ー ブ ッ ク 」 の 指 定 】  

【クイズ大会（あじさいまつり）】 【手作り本かるた（あじさいまつり）】 【ゴジラの会読み聞かせ】 

【スリーヒントクイズ（もみじまつり）】 【ク イズ は全 校児 童から募 集（ もみじま つり】 【本の表紙あてクイズ（もみじまつり）】 

【「パンどろぼう」のピザトースト】 【「ああ 、ア ジのひら きが たべ たい ！」のあ じの しお やき】 【クリスマスに関する本の紹介】 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 佐賀市立春日北小学校 
                          児童数５５２人 

 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 読書の世界を楽しもう︕広げよう︕ 

取組期間 令和６年(2024 年)４月８日 〜 令和６年(2024 年)１１月３０日 

 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ５５２ 人 実施日数 ２３７ 日 読書冊数 53059 冊 連携した団体数 ０ 団体 

取組内容（概要） 

（１）  楽しい図書館を目指した取り組み 

（２）  読書意欲を高める取り組み 

（３）  使いやすい図書館を目指した取り組み 

工夫したこと 

 
4 月に図書委員と図書館司書、図書館担当教員とで委員会活動の時間を中心に、今

年度の活動内容について話し合った。その中で、「全校のみんなと本とのつながりを大
切にしていきたい。」「本の世界を楽しむ場としての図書館にしたい。」という考えが出
た。これらの意見から、図書委員の方から積極的に読書の楽しさを伝えることで、本
と児童との結びつきを築いていこうという考えにまとまった。本を読む喜びを知って
ほしいと考えたこの目標に向けて、読書の楽しみを様々に工夫して全校児童に紹介す
ることに努めていった。 

 
（１）楽しい図書館を目指した取り組み 

①年２回の「としょかんまつり」を図書委員で企画した。まつりの案内とスタンプ
ラリーのプリントを全校児童に配布し、開催中は図書委員が毎日放送で来館を呼
び掛けて図書館に来るきっかけ作りを行った。以下の催しを行った。 

     ６月︓「スタンプラリー」「としょかんビンゴ」「てるてるぼうずのしおり」 
「まちがいさがし」「ぬりえ」「４コマまんがをつくろう」 

     ⒒月︓「スタンプラリー」「運動会の赤青黄組対抗の貸出競争」 
「としょかんクイズ」「まちがいさがし」「本さがし」 
 

 ②児童玄関と図書館の棚の 2 か所に「おすすめの本」を紹介している。「おすすめの
本」は、その月にまつわるテーマの本やメディアなどで話題の本を図書館司書が
選書したものである。図書館で紹介している本は「ラッキーブック」として、読
むとスタンプを押し、スタンプを集めると貸し出し券をプレゼントするようにし
ている。また、「としょかんまつり」の時期には、図書委員や教員が選書した「お
すすめの本」を「ラッキーブック」とした。 

 
 ③来館した児童の読書意欲を誘うように、季節や行事、社会の時事、流行に沿って

図書館内の飾りつけや配架を絶えず変化させた。体育の日や運動会の前などには
スポーツ関係の本を、ハロウィンの時期にはカボチャの飾りつけ等、絶えず変化
する図書館とした。 

 
（２）読書意欲を高める取り組み 

4 月に図書委員を中心に各学年に応じた本の内容等を考慮して話し合いを行い、 
 低学年 120 冊、中学年 100 冊、高学年 80 冊という 1 年間の貸し出し目標を設定し

た。 
 

①  図書館の廊下には貸出冊数が増えるごとに名前を書いたりんごの実の色が変
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わる「どくしょの木」のコーナーを設けて、自分の貸出冊数がどれくらいな
のかを誰もが把握できるようにした。また、りんごの実と一緒にもらう券を
校長室へもって行くと、ごほうびシールを校長先生から直接もらえるように
した。これを楽しみしていた児童も多くいた。 
 

②  本の冊数に応じてくじ引き券やガチャガチャ券をプレゼントした。500 冊を
借りた児童には手製のトロフィーを渡している。学級のクラスメートの前で
これらの券を渡すようにした。 
 

③  毎学期、終業式に全校で貸出冊数が多い児童上位 10 名に多読賞の表彰を行っ
た。放送で全校児童に多読者の名前を知らせ、校長室で校長先生から賞状を
手渡すようにした。 

 
④  各学年ごとに読んでほしい本を「どくしょチャレンジ」として必読図書と

し、これを読むと台紙にスタンプを押し、すべて読んだ児童にはプレゼント
を渡すようにしている。 

 
⑤  6 月の「としょかんまつり」では「分類ビンゴ」を行った。指定された分類

番号の本を借りるとビンゴカードにスタンプを押してもらい、ビンゴになる
とくじ引きができるようにした。子どもたちが借りる本は 9 類に偏りがちで
あるため、いろいろな分類の本を手にする機会となるようにした。 

 
⑥  図書の時間に読み聞かせや本の紹介をすることで本への興味を高めた。 

 
（３）使いやすい図書館を目指した取り組み 

 
①  整理しやすいように本の配置を工夫した。書架から別置されていた小型の本

や大型の本、人気の本には片付けの際に間違いが多かったので、目印となる
ラベルを付けた。また、書架の配置を分類番号順になるように変更した。 
 

②  分類を知ることで、子どもたちが自分たちで使いやすい図書館にできるよう
に工夫した。各クラスの図書の時間に本の分類について説明した。分類を知
ることで、1 年生は物語の本を返せるように、2，3 年生は借りた本を自分で
棚に返せるように、4 年生以上は読みたい本を分類から探すことができるよ
うになることを目標にした。1 学期は返却用のブックトラックに本を返して
いた児童も、分類の知識をもとに自分で本棚に本を戻すことができるように
なった。自分が借りていない本でも、ブックトラックから本棚に本を戻して
くれる児童もいた。 

 
③  子どもたちが豊富な種類の本に触れることができるように工夫した。資源流

通便を活用して市立図書館や他校から調べ学習等で使用する本を集めた。学
期ごとに教職員に学習に活用する図書の希望アンケートを採り、学習活動の
前に必要な資料を集めることができるようにした。 

  

取り組んだ感想 

 「図書委員をやってみて一番思い出に残ったことは、たいへんだったけど、とても
楽しかったことです。貸し出し、返却のカウンターの仕事ははじめてのときはとても
きんちょうしたけれど、バーコードを読みこなすのも、とても楽しかったです。そし
て、本棚を整理する仕事も、はじめはいやだったけど、やってみるとけっこう楽しく
てとてもよかったです。ほかにも楽しいことはいっぱいありました。」「6 月と 11 月の
としょかんまつりが楽しくて、一番の思い出です。それは準備が楽しかったからで
す。各曜日でクイズや本探し、4 コマまんがなどのいろんな楽しいイベントをするた
めに、図書委員の仲間と話し合いをして、みんなの意見を聞いて、どんなことをした
いかなどを決めて、準備に取り組んでまつりを行いました。それと、低学年の人たち
がたくさんとしょかんまつりに参加してくれたことがうれしかったです。」という図書
委員の言葉が、活動後の感想に書いてあった。今年度の全校の貸し出し冊数は、昨年
度の１１月までと比較して、１万冊以上も増加している。これは図書館が『読書の世
界を楽しもう︕広げよう︕』をテーマに掲げて様々な活動を行ったことで、全校児童
に読書意欲を喚起した成果である。 

今後の取組予定  
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３ 月） 

図書委員と図書館司書、図書館担当教員とで話し合いながら、「読書チャレンジ」に
応募することを大きな目標として、今年度、様々な活動に取り組んできたが、その効
果は確実にあった。委員会活動としての図書委員の自主性も大切にしながら、本校児
童にとって豊かな読書が日常になるように、これからも活動を工夫していきたい。 
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（１）楽しい図書館を目指した取組 
①としょかんまつりの様子（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②児童玄関や図書館で紹介するおすすめの本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑児童玄関の毎月のおすすめの本 

↑ ラ ッ キ ー ブ ッ ク を 借 り る と

スタンプを押してもらえる。 

てるてるぼうずの型紙に絵をかいて自

分だけのしおりをつくった。しおりは

図書館で掲示した後、返却した。カラフ

ルなてるてるぼうずたちは、梅雨の時

期の図書館を明るくしてくれた。→  

↑スタンプラリーは集めた数で貸

出券がもらえ、全部集めるとくじ

びきができる。 

←読書郵便は初めての取り組みだった

ので、図書委員会が全クラスに説明に行

った。宛名の書き方などを丁寧に説明し

たため、混乱することなく、１年生から

楽しめた。 

↑自分のオリジナルの４コマまんが。

高学年にも人気があり、たくさんの作

品が応募された。 
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③季節の詩の飾りつけ           
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）読書意欲を高める取組 
①どくしょの木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑図書委員のおすすめの本 

↑【どくしょの木】貸出数 30 冊、60 冊、90 冊、120 冊、

200 冊、300 冊、400 冊、500 冊と増えるごとにりんごの色

が変わる。 

↑りんごの 実は印刷し

たものを図 書委員会で

切っている。 

【ご褒美シール】読書の実をもらう時に一緒に『校

長先生からのご褒美シール』の引換券をもらう。休

み時間に校長室に行くと、校長先生からご褒美シー

ルがもらえる。子どもたちは校長先生からシールを

もらって褒めてもらうことを楽しみにしている。→ 

←先生のおすすめ

の本は特に人気が

あり、あっという

間に借りられてい

た。 

↑先生のおすすめの本 

季 節 の 詩 は 毎 月 の お す す め の 本 で

ある「ラッキーブック」と一緒に掲

示している。季節の詩と一緒に掲示

することで、ラッキーブックを手に

取るきっかけとなっている。→ 

ねん くみ 
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②冊数に応じた賞品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③多読賞の表彰  
 
 
 
 
 
 
 
④必読図書「読書チャレンジ」  
 
 
 
 
 
 
 
⑤としょかんビンゴ  
 
 
 
 
 
 
 
 

【100 冊達成くじびき】↑ 

100 冊達成時はしおりとプラス貸し出し券が

入っている。大きなくじ引きの箱なので、初め

てくじを引く時は、びっくりして喜んでいる。 

【200 冊達成ガチャガチャ】→ 

マグネットしおりとプラス貸し出

し券が３回～５回分入っている。

ガチャガチャを回す時はどの学年

の児童も嬉しそうである。 

50 冊：貸出券 

100 冊：しおりくじびき 

150 冊：貸出券入れくじ引き 

200 冊：マグネットしおりガチャガチャ 

300 冊：選べる特別貸出券入れ 

400 冊：選べる付箋ケース 

500 冊：トロフィーと賞状 

600 冊：トロフィー（大）と賞状 

←としょかんビンゴは指定された分類番

号の本を借りると、ビンゴカードにスタ

ンプを押してもらえる。全て揃うとくじ

引きができる。いろいろな分類の本を借

りるきっかけとなった。 

 

必読図書は長く読み継がれている本や、教科書で紹介されて

いる本などを中心に選書している。子どもたちが必読図書に

チャレンジすることで、読書の幅を広げたり、質を高めたり

する手助けとなっている。→ 

全校に放送で紹介され、校長室で校長先生より表彰を受ける

ことができ、子どもたちの自信につながっている。自分の目

標冊数に向かって読書をすることができている。→ 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 小城市立晴田小学校 
                         児童数 ３０２人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 本の楽しさを伝えよう 

取組期間 令和６年(2024 年) ５月７日 〜 令和６年(2024 年)１１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 ３０２ 人 実施日数 208 日 読書冊数 31474 
冊 

連携した団体数 ３ 団体 

取組内容（概要） 

昨年度、学年に応じた読書量を確保することを目標に、貸し出し冊数を１００冊と

定めて取り組んだが、目標に達しなかった学年があった。そこで今年度は全学年８０

冊借りることを目標とするとともに、各学年で、図書室から本を借りてきて教室や廊

下に置いておき、児童がいつでも本を取れるようにし、読書量を確保するとともに読

書の質の向上に努めた。また、いろいろな本に接する機会を増やそうと、図書委員会

を中心に様々な活動を行った。 

○読書の木の掲示…貸出冊数が 100 冊・200 冊・300 冊に達した児童の名前をみかん 

 を模ったカードに記し、掲示を行うことで読書意欲の向上を図った。〔資料１〕 

○貸出冊数に応じたプラス券の配布… 貸出冊数 10 冊毎に１冊貸出券を配布する。さ

らに、100 冊毎に、プラス券綴りを配布し、読書意欲の向上を図った。 

○学年の本棚にある本を読もう︕…教師が読んでほしい本や、学習に使う本を教室や廊

下に持ってきておいて、児童がいつでも本を手に取れるようにした。〔資料２〕。 

○図書館まつり（年２回各１週間）…図書委員会主催で、しおりコンクール、読書ビ

ンゴ、図書館くじ、図書委員体験、読み聞かせなどに取り組んだ。〔資料３〕 

○図書委員や６年生のおすすめの本の紹介文を掲示し、いろいろな種類の本に目が向

くようにした。〔資料４〕 

○読み聞かせ（年７回朝の時間）を行う…地域ボランティアと育友会、幼稚園園長、

職員による読み聞かせを行った。[資料５] 

○小城市民図書館による読み聞かせ会の開催や、毎月の移動図書館本丸くんを活用 

1０月４日に小学１年生を対象に、絵本の読み聞かせ会を開催した。〔資料６〕  

工夫したこと 

○図書館まつり 

図書館まつりに、たくさんの児童に来館してもらうために、図書委員がいろいろな 

イベントを企画して運営した。図書委員会による全校児童や１年生を対象としたお

すすめの本の読み聞かせをする新企画を立ち上げた。また、図書館祭りの期間中に

２回本を借りた児童がひける図書館くじ、給食時間に図書館や本に関するクイズを

放送したり、図書委員体験会を開催したり、図書に関するしおりコンクールを行っ

ー 110 ー



て優秀作品を掲示したりするなどして、来館者数を増やそうと試みた。さらに、全

種類の分類番号の本を読むことを目標にした読書ビンゴを企画し、様々なジャンル

の図書に興味が持てるようにするなど、多彩な催しを行った。図書委員会の児童や

担任の呼び掛けで、多数の児童が参加することができ、より多くの本と接する機会

となった。 

○読み聞かせ 

高学年の児童も、集中して聞き、お話の世界に浸っている姿が見られた。読んでい 

ただいた本を図書室で借りて読む児童の姿も見られた。 

○読書タイムの設定 

朝の 5 分間を読書タイムとして設定している。児童は自分で選んだ本を静かに読 

んでいる。学力向上の一環として、読書をすることによって文字に慣れ、読む力を 

向上させるねらいももたせている。 

○小城市民図書館からの移動図書館本丸くん 

移動図書館本丸くんは、月に１度本校に来て児童への本の貸出をしてもらってい

る。５月には、１年生に向けてオリエンテーションを行い、本の魅力を伝えていただ

いた。 

○小城市民図書館による読み聞かせ会の開催 

 10 月 4 日に小学１年生の児童を対象に、絵本の読み聞かせを行い、本の世界を楽し

んだ。大型絵本をくいいるように見つめ、顔を輝かせてお話に聞き入る姿が見られ

た。本の読み聞かせだけでなく、おすすめの本を紹介していただいたことで、本へ

の関心を高めることにつながった。 

取り組んだ感想 

１年間で８0 冊読むことを目標としたため、目標数を明確にとらえることができた。

11 月末時点で貸出冊数が８0 冊を超えた児童は、全校児童のうち６2％であった。 

図書館祭りでは、図書館に行きたくなるような多様なイベントを図書委員が企画

し、実施することができた。図書館まつりの期間中は、連日多くの児童が来館した。

また、教室や廊下に本を置いておくことで、空いた時間に本を手に取って読んでいる

姿が見られた。児童の全てが、じっくり本の中身と向き合えているとはいえないが、

まずは、手に取ることから初め、図書館を身近に感じ、「図書館に行きたい。」「本を読

みたい。」と思えるような図書館にしていけるように、図書委員会の児童とともに活動

していきたい。 

今後の取組予定  
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３ 月） 

今後も、図書館まつりやおすすめの本コーナーの充実など、児童が図書館に行きたい

と思うような工夫をしていきたい。職員のおすすめの本、季節の行事に関する本など

を紹介したり、読み聞かせの時間を計画的に行ったりするなど、全校での取り組みを

行い、読書に関する関心を高め、本を身近に感じることができるように、今後も全校

で連携して、図書館の活動を充実させていきたい。 
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〈活動内容〉 

［資料１］晴田っ子 読書の木  
100 冊・200 冊・300 冊の貸出冊数を 

達成した児童は、みかんを模したカード 

に名前を書いて、読書の木に掲示した。 

 

 

［資料２］学年の本棚 

教師が読んでほしい本や、学習に使う本を教室や 

廊下に持ってきておいて、児童がいつでも本を手 

に取れるようにした。 

 

 

 

 

 

          

［資料３］図書館祭り 

  

 

 

 

［資料４］図書委員や６年生のおすすめの本紹介 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の南入口に掲示した。多くの児童が掲示物の前で立ち止まって読んでいた。 

読書の木  

図書館祭りの期間を６月と１１月の各１

週間設定した。スポーツの本、学年の本、

歴史の本などいろいろな種類の本を読む

ように仕組んだ図書館ビンゴ、全学年を

対象とした読み聞かせなど図書委員会の

児童が企画したイベントに楽しみながら

参加する姿が見られた。 

図書館ビンゴカードに

スタンプをもらう。  
図書委員による読み聞かせ  

六
年
生
か
ら
、
全
校
児
童
へ
の

お
す
す
め
の
本
の
紹
介 
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  ［資料５］読み聞かせ  

地域のボランティアの方々に来ていただき、今年度は７回読み聞かせ会を行った。毎回、さまざまな分野の本 

 を読んでいただいている。児童は、読み手の方に体を向け、お話に熱心に耳を傾けていた。 

 

［資料６］小城市民図書館による読み聞かせ 

 

1０月に、１年生の児童を対象に小城市民図書館の読み聞かせ会を行った。 

大型絵本の読み聞かせでは、近くに座る児童に笑顔で同意を求めながらお話の世界を楽しんだり、身を乗り出して 

本に見入ったりしている姿が見られた。また、おすすめの本を紹介していただくことにより、本への興味関心を 

高める機会となった。 

 

貸出総数 ５月７日～１１月３０日まで（169 日） 

★全校貸出冊数・・・・・・・31，474 冊 

★一人当たりの貸出冊数・・・104 冊 

低学年・中学年では図書の時間に、図書室でゆっくり本を読む時間を確保することができ、図書室への来館数が増加

した。朝読書、読み聞かせ、図書館まつりなど、本に親しむ機会を作ることにより、図書館に行く楽しさ、読書の素

晴らしさを感じている。 

    各学年における目標達成状況  

学年 達成目標（冊） 1 人当たりの達成数（冊） 達成率（％） 

１年 80   158 198 

2 年 80 105 131 

３年 80 90 113 

４年 80 120 150 

５年 80    87   109 

６年 80 52  65 
 

11 月 30 日現在  
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 武雄市立御船が丘小学校 
                          児童数６０９人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 学校や家庭での読書活動を通して、自主的に図書室へ足を運び、多様
な本に触れる児童の育成 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月１５ 日 〜 令和６年(2024 年)  １１ 月２９日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 609 
人 

実施日数 229 
 

読書冊数 
一 人平 均

１ ０６  冊 
連携した団体数 1 

団体 

取組内容（概要） 

① 図書館まつり（読み聞かせ、クイズ、しおり作り） 

➁ 表紙パズル 

③ リレーうち読（家庭で本を読み、次の人に回していく） 

④ 育友会および育友会 OB による読み聞かせ（月１回） 

⑤ その他の取り組み（呼びかけ・2 冊カード・おすすめの本紹介・読書ノート） 

工夫したこと 

① 図書館まつり 

学校や家庭での読書活動を通していろいろな本に親しめるように、図書館まつりを

２回（６月と１１月）行った。一週間前に図書館まつりのチラシをクラスに配布し、

イベントを予告した。一週間さまざまなイベントを行うことで図書室に足を運ぶきっ

かけを作った。また、イベントに参加した児童には、ラミネートしたしおりやプラス

１冊券をプレゼントするなどさまざまな工夫をした。 

➁ 表紙パズル 

図書館まつりのある月に低学年１０冊、中学年８冊、高学年５冊を借りたら出席番

号に応じたパズルのピースがもらえる。２０冊、１６冊、１０冊借りた人は２枚目の

ピースがもらえる。学年の実態に応じた絵本や物語などの本の表紙を選び、学級のみ

んなで協力して完成させられるようにした。 

③ リレーうち読 

学年の実態に応じた本を用意し、一人ひとり家で読んで感想を書く。家庭に持ち帰

ることで保護者と一緒に本を読むだけでなく、家族の時間を楽しめるようにした。 

④ 読み聞かせ 

月に１度、読み聞かせボランティアグループに来ていただき、朝の時間（１５分）

に読み聞かせをしてもらった。児童の興味を引くような、多様な本を持ってきていた

だいた。 

⑤ その他（呼びかけ・２冊カード・おすすめの本紹介・読書ノート） 

・毎日給食時間に、図書室に来てくれるように呼び掛けた。毎月１日、１５日と毎週
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金曜日は誰でも２冊借りられる日とし、少しでも図書室に足が向くように工夫した。 

・５０冊借りたらいつでも２冊借りられるカードを発行し、多様な本に触れる機会を

増やせるようにした。 

・図書委員が選ぶ「おすすめの本紹介カード」を canva で作成し、図書室前に掲示

し、いろいろな本があることを知らせるきっかけを作った。 

・県からの読書ノートを配布し、しっかり読んで感想を書いている児童には、プラス

１冊券を一人最大５枚プレゼントした。 

取り組んだ感想 

本校の児童は活発で、毎日外に出て遊ぶ児童が多い。そのため現状として図書室に

足を運ぶ児童は多いとは言えなかった。しかし、さまざまな取り組みを行ったことで

変容が見られた。  

「図書館まつり」は毎年行っているが、児童の興味のあるイベントを取り入れたこ

とで、昼休みになると進んで図書室に足を運ぶ児童が増えた。特に、図書館まつり開

催の月に行った「表紙パズル」は、どの学年の児童も生き生きと取り組み、「あと何冊

でもらえるかな。」「これ何の表紙かな︖」と表紙パズルの完成を楽しみながら、図書

室に足を運んでいた。表紙が完成すると、「表紙と同じ本借りたよ︕」と嬉しそうに教

えてくれる児童もいた。なかなか本を読まない児童も学級全体で取り組むイベントを

仕組んだことで、自然と本を借りに来ることが増えた。 

「リレーうち読」は、家庭に本を持ち帰ったり、担任がチェックをしたりなど大変

な面がありはしたが、普段読まないような本を読む機会となった。また、家庭で読む

取り組みなので、自分で読んでも、保護者に読み聞かせしてもらってもいいことにし

ている。家庭に合った方法で取り組むことができた。 

読み聞かせでは、月に１度、朝の時間（１５分）を活用して２冊程度読んでいただ

いた。児童は読み聞かせが好きで、読んでもらった後に図書室へ行き、「あの本あるか

な︖」と探し、友達と集まって楽しく読んでいる姿が見られた。短い時間でも読んで

もらうという時間があることで、児童が本に興味をもつきっかけになった。また、な

かなか読まないジャンルの本を読み聞かせしてもらうことで、「読んでみようかな。」

と多様な本に触れる機会になり、児童にとってよい影響を与えた。 

図書館まつりなどのイベントのほかに、普段から図書室へ行って、本を読みたいと

思える取り組みを行ったが、少しずつ図書室へ足を運ぶ児童が増えてきている。ま

た、掲示物を豊かにすることで図書室前で足を止める児童も増え、様々な本に興味を

もってくれていることが分かった。まだまだ、人によって貸出冊数に差はあるが、さ

まざまな取り組みにより、多様な本に触れる機会は増えてきている。 
 

今後の取組予定  
（ 令和６ 年(2024 年)１２ 月 

〜 令和 ７ 年(2025 年)３ 月） 

表紙パズルが好評であったため、2 月に第３回表紙パズルを計画している。そして、

今後も読書奨励の継続を行っていく。  
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①図書館まつり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クイズ 

図書委員による読み聞かせ 

しおりづくり 
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➁表紙パズル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③リレーうち読 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④育友会および育友会 OB による読み聞かせ 
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⑤その他の取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥貸出数の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おすすめの本紹介 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 

学校名 唐津市立第五中学校 
                         生徒数 ３３１人  

 

Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 多くの人に図書室を利用してもらい、たくさんの本を読んでもらう 

取組期間 令和６年(2024 年) ５月２０日 〜 令和６年(2024 年) １０月２２日 

 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 331 人 実施日数 156 日 読書冊数 1,512 冊 連携した団体数 １ 団体 

取組内容（概要） 

①年間活動目標に基づき委員会活動を盛り上げ、活動の幅を広げる。 

②図書館利用増進のため、委員会活動と全校生徒で制作物を作成する。 

③依頼を受けたおすすめの本の紹介書きに取り組む。 

④利用者と読書数増加のため、図書館アンケート調査を行う。 

⑤季節の飾りや本の展示を工夫し、館内の利用促進を図る。 
 

工夫したこと 

１⃣唐津市近代図書館との連携強化を図り、委員会活動の幅を広げることができた。 

①唐津市近代図書館とは日頃より書籍の貸借で連携をしている。その図書館に、毎

年本校で取り組んでいる全校生徒で作り上げた制作物を贈呈することで、校外へ

向けた取り組みができ、委員会活動の幅が予想以上に広がった。 

２⃣制作物と依頼を受けた本の紹介文書きを完成させるまでの工夫点 

 ①制作物は SDGｓに配慮し、材料が無駄にならないようにできた。 

 ②公共図書館向けに本の紹介をするので、学校にない本でも良いこととして、生徒

の選択肢を広げた。 

 ③幼児や小学生など、年齢の低い人にも読んでもらえるように、ルビを付けて分か

りやすく書き、やさしい色使いをして見やすく仕上げた。 

 ④台紙(１８０cm×１８０cm)に紹介文の貼り付け作業をする時には、唐津市近代図

書館に運搬する時のことを考え、折りたためるように作業を進めていった。 

 ⑤制作物と本の紹介文が別々に展示されることが予想されたため、台紙にブックル

くん等のイラストも描き、仕上げていった。 

３⃣多くの人に図書館を利用してもらう工夫点 

 ①季節の飾り作りに際して、昼休みに作業ブースを設定し、図書委員だけでなく図

書館を利用する生徒も参加できるようにした。このことによりたくさんの生徒が

作業に参加し、図書館来館者が増加した。 

 ②季節の飾りの展示における工夫点は、館内のホワイトボードを活用し手書きでメ

ッセージやイラストを描き、制作した飾りをマグネットで固定した。ホワイトボ

ードを活用したことで、来館した生徒も描き足すことができ、予想以上に来館者

の増加につながった。 

 ③各学年の教科書に掲載されている本を、手に取りやすく表紙が見えるように展示
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し紹介をした。興味関心も高く、想像以上に本を閲覧に来る生徒と職員も多く、

貸し出し冊数が増加した。 

 ④毎月図書館だよりを発行し、委員会の取り組み内容の紹介と図書館の積極的な利

用と活用を呼びかけた。さらに校内放送も活用して呼びかけた。 

４⃣読書数を増加させるための工夫点 

 ①アンケート調査を行い購入希望図書や、貸し出しの希望利用冊数を調査した。生

徒総会を通して検討し、来年度改善を行っていく。 

 ②返却期限を守って本の利用をすることを定期的に呼びかけた。学期末に取り組ん

でいる本の完全返却週間は定着し、本の紛失防止にもとても有効である。 

 ③本を借りたままにならないように、再度延長の手続きを周知した。 
 

取り組んだ感想 

 取組み宣言目標である本校図書委員会の年間活動目標に基づき、たくさんのアイデ

アを出し合い、みんなが楽しめるような活動を計画し実践できている。季節ごとに制

作した飾りで館内を彩ってきたが、ホワイトボードを使い、飾りを磁石で固定する方

法をとることで、今までにない演出ができ目をひく仕上がりとなった。また、ＳＤＧ

ｓへの関心が非常に高く、材料が無駄にならない作業をしている。 

 1 学期は、まず新入生への歓迎メッセージを展示した。桜型の色画用紙に書かれた

あたたかいメッセージで館内が桜で満開になった。また７月には七夕飾りも行った。

昼休みに図書館を利用した多くの生徒が、楽しそうに飾り作りをしてくれた。短冊も

色画用紙の切れ端を使い、ひとりひとり自分らしく願いを書き仕上げていた。1 学期

末まで読書チャレンジ運動にエントリーする予定ではなく、十分な写真が撮れていな

いことが残念であり反省すべき点だ。写真を撮り記録をしておくことは、年間を通し

て生徒会、委員会活動をしていくうえで必要なことだと改めて思った。 

 委員会活動の幅を広げて取り組んだ、唐津市近代図書館へ贈呈した制作物について

は、生徒主体のアイデアが満載で、工夫を凝らした作業工程と内容だった。作業工程

では、漢字にルビを付けたり、色使いをやさしいものにするなど、年齢の低い人への

優しい思いやりや、配慮があちこちに見られ、とても感心した。また唐津市近代図書

館のイメージキャラクター「ブックルくん」制作には、生徒だけではなく、会議で図

書館を利用した先生方も貼り付け作業を行った。贈呈前に行われた本校の文化発表会

で、展示(掲示)をした。その後、１０月２２日の放課後に代表として図書委員長と図

書副委員長、本校職員で贈呈に行った。贈呈を行った二人からは「とても楽しくいい

経験になりました。図書委員会でも学校内だけでなく幅広く活動ができるのですね。」

と校外活動への嬉しさと達成感があふれる感想を聞くことができた。 

 これらの取り組みの成果ともいえるが、1 学期の本の貸し出し冊数が１０００冊を

越え、ここ数年での最高記録となった。また工夫を重ねて様々な作業を取り入れたこ

とで、図書館活動への協力の輪が広がり、館内の利用者数も増加した。 

今後の取組予定   

12 月 9 日から 4 回にわたって、本校ＡＬＴのジェニール先生に協力をしていただ

き、今年度 2 度目のお話会とクリスマス会を計画している。 

また、来年 1 月の 3 学期からは新生徒会役員体制となり、委員会活動が継続され

る。3 学期は、来年度の新入生を迎えるための取り組みができればと考えている。 
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【資料１】 

６月７日の生徒総会で、提案と発表をしました。 

【資料２】 

【左図】唐津市近代図書館イメージキャラクターのブックルくん（手描き） 

【右図】専門委員会の時に、図書委員で作業ができるように委員長と副委員長が 

    クラス数に切り分けて準備をしました。 
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【資料３】 

クラ スごとに 準備さ れた用 紙

に、図書委員が美術室から借用し

たクレパスで丁寧に色 を塗りま

した。久しぶりにクレパスを使っ

た生徒も多く、とても楽しそうに

作業ができました。 

【資料４】 

【上図】昼休みの制作風景 

【右図】 

材料は、お花紙を丸めた玉。 

 図書館を利用した生徒が１日１個、クレパス

で塗られた色の玉を、木工用ボンドで台紙に貼

り付けていきました。会議で図書館を利用した

先生方も貼り付け作業をしました。第五中学校

の全員が協力をしてくれました。 
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【資料５】 

【上図】おすすめの本の紹介完成 

【右図】ブックルくん完成 

【下図】贈呈時の写真 

 文化発表会で、図書館前に掲示、展示をして

１０月２２日に贈呈をしました。 

唐津市近代図書館のホームページでも紹介

をしていただきました。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 朝日小学校 
                         児童数 ４４０人  

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 本を読んで 世界を広げよう 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 22 日 〜 令和６年(2024 年)年 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 440 人 実施日数 223 日 読書冊数 48652 
冊 連携した団体数 ２ 団体 

取組内容（概要） 

①  図書室環境整備 

・書架を分類番号順に並べる。 

・別置資料はシール等で案内。 

・季節の本や新刊の紹介。 

・貸出カードを個人管理に。 

②  図書委員会の活動 

・図書委員会主導のとしょかんまつり。 

・図書委員の読み聞かせ。 

・ポイントカードの導入。 

・クラス別貸出冊数の掲示。 

・図書委員おすすめの本棚設置。 

③  読み聞かせボランティアとの連携（全学年） 

・朝の時間に月１回、読み聞かせを行う。 

④  図書だよりの発行（毎月 1 回・イベント時には臨時発行あり） 

⑤  図書の授業の取り組み（分類指導、自学学習での図鑑活用） 

・国語の教科書に掲載された本や関連本をクラスへ貸出。 

・図書の授業での読み聞かせ。 

⑥  夏休みの図書室の活用 

・夏休み用のポイントカード導入 

⑦  市立図書館との連携（団体貸し出しの利用）  

工夫したこと 

①  図書室環境整備 

・児童が本を探す時に、わかりやすいように分類番号やシールを使って配架。 

・別置資料は、ラックを用意し配架。 

・目標冊数を達成した児童には、「いつでも３冊貸し出し券」を進呈し、達成する

喜びを得られるようにした。 

・毎月、学年全体・学級全体・個人の貸し出し冊数一覧を学級担任に渡した。 

②  図書委員会の活動 
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・図書委員で、意見を出し合い、みんなが楽しめるようなイベントを考え、６月

と 11 月の 2 回としょかんまつりを開催。 

・目標貸出冊数を目指してみんなが図書室に来たくなるように、夏休み前に各ク

ラスごとの図書室の本の貸出冊数を棒グラフにして掲示した。 

・11 月の児童集会では、図書委員が各クラスで読み聞かせを行った。 

・イベントを行う 6 月と 11 月に、ポイントカードを発行して図書室に来る楽し

みを増やした。1 冊の貸出につき 1 ポイントを押印し、１0 ポイントごとにくじ

を引けるお楽しみ付きにした。３０ポイントでは、貸出冊数が１冊増える「３冊

貸出カードをプレゼントした。 

③  読み聞かせボランティアとの連携（全学年） 

・毎月 1 回の水曜日の朝の時間、地域ボランティアや保護者によるお話会。 

④  図書だよりの発行（毎月 1 回・イベント時には臨時発行あり） 

⑤  図書の授業の取り組み（分類指導、自学学習での図鑑活用） 

・国語の教科書に掲載された関連の本を各学年に貸出を行ったり、図書室にコー

ナーを作ったりして学習の幅を広げた。 

・分類番号について、図書開きの時に説明をした。分かりやすいように書架を分

類番号順に並べ、本を返却するときにラベルを見て戻しやすいようにシールを張

るなどの工夫をした。 

⑥  夏休みの図書室の活用 

・夏休み用のポイントカードを作成し配布した。来室したらスタンプを押印し、

「３冊貸し出し券」を渡すことで、夏休みも図書室に来る楽しみを作った。 

⑦  市立図書館との連携（団体貸し出しの利用） 

・市立図書館の団体貸出を利用して、調べ学習の授業に必要な資料の提供、国語

や理科・社会等の教科書で勉強する単元などの幅広い資料提供により、児童の興

味・関心を広げることができた。 

取り組んだ感想 

・図書委員が主体となり、図書室の開閉や日々の返却・貸出、図書館祭りの準備など

ができた。特に図書館祭りでは、昨年の取り組みを参考に、今年度新しいイベントを

考えることができた。当日までの準備、必要な道具、場の作り方なども委員会の児童

が中心となり、遊びに来た児童が楽しんで活動できていた。 

・ポイントカードの期間には昨年度よりも多くの児童が図書室に足を運んでくれた。

スタンプをもらいたいことをきっかけに、多くの本に親しむ機会ができたことをうれ

しく思った。 

・多くの児童が図書室に来室してくれるが、休み時間では時間が足りずに借りられな

い児童もまだいる様子だが、貸出カードを個人で持っておくようにしたことで、スム

ーズに返却・貸出ができるようになった。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・冬ならではの本を集めて、特設コーナーを図書室入口に設置する。 

・来年度の委員会活動をよりよくするために、図書館祭りの振り返りを行い、児童と

一緒に検討をする。 
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図書室環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

季節の本の展示 
季節ごとに、本を展示しています。ここに展示し紹介することで貸

出につながり、読書の幅も広がっています。委員会の児童がレイア

ウトを考えることもあります。 

読書感想文のおすすめの本棚 
課題図書・推薦図書のコーナの本棚

を作っておくと、読書感想文の本が

選びやすくなっています。 

別置資料シール 
絵本や各学年教科書掲載

の本などには、シールを貼

っています。図書室の配置

図や本棚にも案内を掲示

することで、子どもたちに

は、わかりやすくなり自分た

ちで間違えずに返却するこ

とができています。 

シリーズ本の本棚 
〇〇シリーズなどの本をまとめ

て配置しています。特に、ひ

みつ文庫シリーズは人気もあ

るので、自分の好きな本をま

とめてあることで、選びやすく

なっているようです。 

図書委員おすすめの本棚 
図書委員の児童が自分が好

きな本を集めた本棚を配置し

ました。怖い本、生き物が出て

くる本など、個性的な本棚が出

来上がり、ほかの児童の本を

選ぶ参考になりました。 
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図書委員の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

図書館祭り（６月、１１月） 

今年も２回開催しました。特に、６月は梅

雨で外で遊べないこともあり大盛況でし

た。本の題名を使ったビンゴゲームや、

表紙の絵を使った間違い探し、題名当て

ゲーム、しおりづくりなどを行いました。毎

日始まる前から教室の前に列ができ、楽

しみにしていることが伝わってきました。 

スライドを使っ

てのクイズづくり

も、委員会の児

童が時間を見

つけて作りまし

た。 

間違い探し

をきっかけ

に、この表

紙の本を読

もうかな、と

思ったりし

てくれたらと

思います。 
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お話会 

地域ボランティ

アや保護者の方

の読み聞かせを

月に１回水曜日

の朝の時間に開

催しました。毎月

季節にあった絵

本を読んでいた

だいています。

初めて出会うお

話や外国の絵本

などに子どもたち

はくぎづけでし

た。ありがとうご

ざいます。 

夏休みの図書室 

夏休み読書チャレンジとして、ポイント

カードを配布し来室を促しました。今

年は、お盆前の１週間の開放日を設

け、午前中２時間の開放で、１日平

均４５人の子どもたちが来室しました。

多い日には 50 人を超える利用者数

でした。送迎で来られた保護者の方

も、子どもと一緒に読書を楽しんでお

られました。 

各教科との連携 

国語の教科書に載っている本をまとめて展開しています。 

全校への読み聞かせ 

１１月朝の時間に、児童集会の一環で、図

書委員による読み聞かせを行いました。図

書委員が自分で担当したい学年を決め、

各学年に応じた絵本を選びました。休み時

間や委員会活動の時間を利用して練習し

て、緊張しながら本番に臨みました。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 唐津市立西唐津中学校             生徒数 147 人 

 
 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 図書室に来室し たくさん本を借りよう  

取組期間 令和６年(2024 年) ４月 １日 〜 令和６年(2024 年) １１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 187 人 実施日数 244 日 読書冊数 2410 冊 連携した団体数 ２ 団体 

取組内容（概要） 

・図書部の活動を中心とし、イベント等を通して図書室への来室者を増やすことで、

貸し出し冊数を増やし、読書を身近に感じる生徒を増やす取組に力を入れる。 

・毎月、図書部員が図書だよりを発行して、情報を発信する。 

・10 冊借りるごとに、２冊券をプレゼントして、読書意欲を高める。 

・毎年４月に絵を貼り出し、本を１冊借りるごとにシールを貼り、３月までに絵を完

成させる。 

・月に１回保護者や地域の方々に朝の読書の時間に来てもらい、各クラスで読み語り

を実施する。 

・唐津市近代図書館と連携して、年に３回、200 冊の本の貸し出しや授業や調べ学習

で使う資料の貸し出しをしてもらう。 

 

４月 １年生にオリエンテーションを行い、利用の仕方を教える。 

２，３年生は、図書だより等を通して、正しい使い方を確認する。 

５月 １年生の部活動入部のための意識を高めること、また中体連が近いことから、    

   部活動に関する本を生徒玄関に展示する。さらに、給食の時間に日替わりで展示 

   した本の紹介を放送で行い、部活動に対する意識を高める。 

６月 新刊本が配架された時は、図書だよりでお知らせし、生徒が手に取りやすいよ 

うに図書部員が POP を制作して、図書室に新刊のコーナーを作り展示する。 

７月 平和学習の関係で、生徒玄関に図書部員が選書した「戦争と平和」の本を展示

し、展示している本について、給食の時間に日替わりで放送する。 

９月 全校生徒に図書室の本からお気に入りの１冊を選んでもらい、本の内容にあっ 

たイラスト部門か、川柳部門のどちらかのしおりを書いてもらう。図書部員がそ 

の立案・説明・しおりの回収をする。 

10 月 集まったしおりをイラスト部門・川柳部門に分けて掲示し、全校生徒と先生方 

に投票してもらう。10 月末の文化発表会でイラスト部門３位までと、川柳部門 
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１位の表彰を行う。 

「お薦めの本をたくさん読もう」の月目標実践のため、先生方のお薦めの本 

を聞き、POP を図書部員が書いて、本に付けて生徒玄関に展示する。 

昼休みに図書部員による大型絵本の読み語りや紙芝居を行い、昼休みの入室

者を増やす取組をする。 

11 月  各学年の廊下と特別教室の音楽室・美術室・技術室・家庭科室等の入口前廊

下に、４冊ずつ本を展示して、色々なジャンルの本を手に取って読んでもらう

「バッタリ図書館」の取り組みを行う。 

中旬から月末まで、分類別ビンゴを行う。本の分類を覚えて、いつもはあま 

り手にしないジャンルの本を読むことを目的とする。１学期より昼休みを使っ 

て図書部員が制作したしおりと３冊券を賞品とする。 

11 月 25 日〜12 月 20 日まで、本を１冊借りるごとに図書室前に掲示してい 

る各クラスのクリスマスツリーにシールを貼る。クラス対抗とし、60 枚貼れた 

上位２クラスを発表し、１位のクラスには全員に２冊券をプレゼントする。  

工夫したこと 

・新型コロナにより減っていたイベントを、少しずつ工夫をして復活させた。 

・校舎のあらゆる所に本を置くことで、手に取りやすく、本に興味を持ちやすくなる

工夫をした。 

・毎月図書部員による図書だよりを発行して、色々な本の紹介をしたり、簡単なクイ

ズを載せて、正解者には２冊券をプレゼントしている。 

取り組んだ感想 

毎月図書部の取組が有り、常時活動のカウンター当番や図書だよりの発行に加え、

POP を書いたり選書したり、読み語りの練習をしたり等、少ない部員で日々頑張って

いる。また、図書室に来て本を読んでもらえるように、毎月の委員会の話し合いの中

で、意見を出し合った結果、現時点で昨年より少し貸し出し冊数が増えている状況に

あり、良かったと思います。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

・引き続きクリスマスツリーにシールを貼り、完成させる取り組みを行う。 

・２学期に好評だった分類別ビンゴを１月にもう一度行う。 

・図書室の本から言葉を選び ３年生に向けてエールを送る。 

・来年度に向けて図書室の環境を整える。（本棚の整理・掃除） 

※本報告書は簡潔に記述し、A4 サイズ 2 頁以内とし、取組内容が分かる資料（写真、イラスト、
取組前後の比較データ等）を A4 サイズ３頁以内にまとめて、添付してください。 
報告書・資料の様式は Word を基本とし、他形式も可としますが、一度にメール添付できる容量
は５ＭＢまでですので、これを超える場合は、佐賀県まなび課までご連絡ください。 
※県のホームページに掲載しますので、写真等は、「個人が特定できないもの」または「本人の了承を得て
いるもの」でお願いします。 
 

Ⅲ.応募する【提出期限︓令和６年(2024 年)１２月１３日（金）】 
実践報告書は、データ（Word 版）で佐賀県まなび課まで電子メールにより送信してください。 
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生徒玄関の本の展示のようす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図書部員による大型絵本の読み語り・紙芝居 
 
                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

         

  
 

５月 部活動に関する本 

７月 戦争と平和の本 

10 月 先生方のお薦めの本 

生徒玄関に展示しました。 

 

図書室の来室者を少しでも増やすために、図書部員による大型絵本の読み語りや紙芝居の読み

語りを昼休みの時間を使って開催しました。３年生がたくさん聞きに来てくれました。 

月に１回、保護者さんや地域の方に読み語りに来ていただいていますが、読み手になる大変さ

を実感しているようでした。 
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しおりコンクール 

 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

投票のようす 
 

分類別ビンゴ大会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月、国語の時間に「図書室の本の

中から、お気に入りの本を見つけてし

おりを作ろう」の取組をしました。提

案としおりの回収は図書部員が行いま

した。 

イラスト部門と川柳部門に分かれ、

10 月に生徒玄関に貼り出し、全校生徒

と先生方による投票を行いました。イ

ラスト部門は３位まで、川柳部門は１

位を 10 月末の文化発表会で表彰しま

した。  

１１月の分類別ビンゴ大会のようす。 

図書部員が１学期より制 作したプレ

ゼントのしおりと３冊券、 

たくさんの生徒が参加し てくれまし

た。 
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各クラスのクリスマスツリー 

 
 

 
 
 

3 年 2 組 60 冊達成１位 
 

谷川俊太郎さんの本コーナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

季節の本のコーナー 
 
 
 
 

季節感を出すレイアウトを考えて、

本を展示しています。 

図書室 にあ る 谷 川俊 太郎 さ ん の

本を集めて、追悼のコーナーを作

りました。 
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令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 
 

学校名 鹿島市立 北鹿島小学校 
                       児童数  １７６人  

 
Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 読書に親しむ児童を増やす 

取組期間 令和６年(2024 年) ４月２２日 〜 令和６年(2024 年)  １１月３０日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組みを始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組みとする。 
 
Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 176 
人 

実施日数 150 
日 

読書冊数 20455 
冊 

連携した団体

数 
３ 

団体 

取組内容（概要） 

図書委員、司書を中心とした取り組み 

１ 楽しんで読書をすることができるような取組（常時） 

２ 図書委員会主催のイベント実施（6 月 きてみんさい・11 月 図書館まつり） 

３ 読み聞かせ交流（たてわり活動・教職員・図書委員） 

４ 教職員によるおすすめの本の紹介 

５ 新しい本（北小がばいよか文庫・児童が選んだ本） 

６ ボランティアによる読み語り（えくぼの会） 

工夫したこと 

１ 楽しんで読書をすることができるような取組（常時）  

① ３０冊貸出で 1 冊多く借りられる「サービス券」を配布する。 

② 100 冊達成者の読書の木。100 冊読んだら葉が、図書委員会目標の１８０冊読ん

だら果物や昆虫が読書の木につく。 

③ 「読んでおきたい本３４冊」を完読すると、表彰と賞状、サービス券を渡す。 

④ 図書委員が図書だよりやポスターを発行する。 

⑤ 読書で家族のコミュニケーションを図り家族の絆を深める「うちどく（家庭読

書）」をノーテレビ・ノーゲームデーと合わせて月に一回行う。 

⑥ みにみに図書館（エイブルから 2 ヶ月に１回２００冊借りている）を各学年に 50

冊ずつ置く。 

２ 図書委員会主催のイベント実施  

① 6 月の「きてみんさい」では「スタンプカード」「しおり作り」「パズル」を行っ

た。「スタンプカード」は、本を借りたらスタンプを打ってもらい全部たまるとサー

ビス券がもらえる。「しおり作り」は、図書委員の子が書いたしおりに色をぬり、オ

リジナルのしおりを作る。「パズル」は、期間中に本を借りると一枚ピースがもら

え、クラスでパズルを完成するという企画である。 

② ９月運動会の練習期間は「読書運動会」を実施。本を借りたら、運動会の自分の

チームのところにチームの色のシールを貼っていく。 

③ 11 月図書館まつりでは、「読書すごろく」と「先生の似顔絵パズル」を行った。  
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「読書すごろく」は、すごろくの内容（好きな本を借りたら２つ進むなど）にそっ

て、ゴールを目指す。クラスごとに、ゴールに到着した人数分のシールを貼って掲

示する。「先生の似顔絵パズル」は、期間中に本を借りると、パズルのピースを１

枚配布する。ピースは、一人につき１枚。教室掲示用のパズルの台紙に、自分の番

号箇所にのりで貼る。完成したら、担任の先生に『くじ』を引いてもらう。 

④ 図書委員が大型絵本による紙芝居や読み聞かせを行う。 

⑤ 図書委員のおすすめの本を図書室前に掲示する。 

３ 読み聞かせ交流（たてわり活動・教職員） 

① 図書委員会や給食委員会がおすすめの本やお気に入りの本を放送による読み聞か

せを行う。（週１〜２回） 

② たてわり活動のペアやグループで、上学年が下学年に読み聞かせを行う。上学年

は、相手に合わせた本や自分のお気に入りの本を選び、読み聞かせの練習を行

う。読み聞かせ後は、感想交流を行い、活動後は下級生が上級生にメッセ-ジカー

ドを書き、図書室に掲示したり図書便りに掲載したりする。 

③ 教師は自分が読み聞かせる本を選ぶ。本の題名とあらすじをカードに記入する。     

 本の題名とあらすじ、表紙と読み聞かせを行う教室の場所を児童に知らせる。 

 読み聞かせを担当する教師の名前は、当日まで児童には秘密にする。 

当日、本の題名やあらすじを見て児童が教室に移動し、読み聞かせを行う。 

④ 人権週間に教師が読み聞かせをする。エイブルから本を借りる。（30 冊） 

  その中から教師が各クラスの児童に読み聞かせを行う。（くじでクラスを選ぶ） 

４ 先生方によるおすすめの本紹介  

〇 本のあらすじ、おすすめする理由とおすすめする対象を書いたカードと表紙を掲

示する。児童が希望する本を貸し出し、読んだら先生に手紙を書く。 

５ 新しい本（北小がばいよか文庫） 

① 北鹿島小学校に昭和３０年に入学された先輩方が、令和 5 年度に「北小がばいよ

か文庫」を設立。本を読んだ児童が感想を書いて、訪問時に読んでもらう。 

② 全児童に「読みたい本」「図書室においてほしい本」のリクエストをとり、学校で

購入する本を図書委員が選んだ。本が届くと、放送で読み聞かせやクイズを出すな

どして、新しく入った本についての呼びかけを行うことで、本の予約が殺到した。 

６ ボランティアによる読み語り（えくぼの会）  

  月に一回、火曜日の朝の時間に各教室にボランティアの方が読み語りを実施。学

校行事や季節の催し、年齢にあった内容をしてもらった。 

取り組んだ感想 

・ 朝読書だけでなく昼休みも読書をする子が増えた。 

・ いろいろな本に出会うことで、本のおもしろさに気づく子が増えた。 

・ 前年度より、貸出冊数が増えた。 

今後の取組予定  
（令和６年(2024 年)１２月 

〜令和７年(2025 年)３月） 

１月︓福袋（くじを引いてもらい、あたりには読んで欲しい本を入れておく） 

１月︓教師による読み聞かせ（本の題名とあらすじのみ紹介し、児童は自分が聞きた

いと選んだ本の教室に移動する。当日までどの教師がどの本を読むかわからない。） 

２月︓たてわり読み聞かせ（たてわり班で上級生が下級生に本を読む） 

３月︓６年間で一番心に残った本紹介（卒業生が全校に向けて） 
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１ ②③「どくしょの木」おすすめの本  ⑤ 毎月のうちどく 

図書室の廊下に掲示しています。本を借りたことが、目に見えてわかることで、図書室

に足を運ぶきっかけにもつながっています。「うちどく」（毎月一回）では、子どもたち

の感想だけでなく、保護者の方の感想もあり、いろいろな本を家で読むきっかけづくり

になっています。 

２ ① きてみんさいのイベント（６月）  ② 読書運動会 

スタンプやパズルのピースを集めようと、図書室に行くきっかけになりました。スタンプがた

まると、サービス券がもらえます。図書委員が描いた絵に塗り絵をして、しおりを作成し、本

にはさんで楽しそうに読んでいる子が増えました。運動会や学習発表会などの行事があると、

準備が忙しくなり、図書室に足を運ばない子がいるので「赤白対抗読書運動会」など企画をし

て、図書室に行くきっかけを作っていました。 

 

１ ④ 図書委員が発行している「図書だより」おすすめの

本紹介やイベントのお知らせや感想を載せています。 
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２ ③  図書館まつり（１１月） 

  図書委員がつくった読書すごろくや先生の似顔絵パズルを完成させようと、図書室がにぎわ

っていました。すごろくのマスには、分類のことや学習の本についても書かれ、借りたことの

ない本を手に取る工夫をしていました。パズルがだんだん完成していくと、担任の先生の似顔

絵になることか「本を借りに行こう」と図書室に誘う姿を多く見かけました。 

 

 

３ ② たてわり読書  ③ 先生方による読み聞かせ  ２ ①③図書委員による読み聞かせ 

  上級生が下級生に読むときには、相手のことを考えて本を選定し、練習に取り組みます。読ん

でもらった下級生は、読んでもらった上級生に、本の内容や感想についてのお手紙を書いて交流

します。先生方の読み聞かせでは、本の題名とあらすじだけを見て、教室に移動します。どの先生

が読むかわからないので、先生方が本をもって教室に入ると歓声がわきおこります。担任の先生

ではない先生に読んでもらい、喜んでいました。図書委員さんの読む読み語りも大好評で、いつ

も満員です。 

３ ① 給食時間の放送 

図書委員だけでなく、給食委員もお昼の番組の一つとして、

本の読み聞かせを行っています。季節や行事にあったもの、自

分が読んだおすすめの本、先生方のおすすめの本などの読み語

りをしています。新しい本の紹介や本のクイズなども取り入れ

て、呼びかけています。 
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５ ② 「こんな本があったら」と全校児童に図書委員が

アンケートをとりました。人気のある本から図書委員が

選び、新しい本を購入してもらいました。図書室に本が

並ぶと大人気で、予約でいっぱいになりました。 

６ 月に一度のえくぼの会の方による読み語りは、

子どもたちが楽しみにしています。 

 

５ ① 「北小がばいよか文庫」には、

SDGｓに関する本や世界と日本の偉

人伝など新しい図鑑、戦争に関する

絵本から、「もったいないばあさん」

シリーズの本など、調べ学習にも使

え、子どもたちに人気の本がずらり

と並べてあります。 

  読んだ本の感想を書いて、ファイ

ルにとじています。 

４ 先生方によるおすすめの本紹介 

  先生方のおすすめの本を紹介しています。掲示だけでなく、給食の時間の放送で呼びかけたり、

読み聞かせをしたりしています。本を貸し出せるよう「おすすめの本コーナー」を設置していま

す。ポスト置いて、本を読んだ感想を先生宛にお手紙を出す（読書郵便）を行いました。 
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